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カ
ル
メ
ン
長
官
が
最
後
ま
と
め
る

＆
Ｐ
は
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ（
Ｍ
）

や
フ
ィ
ッ
チ
（
Ｆ
）
よ
り
一

足
早
い
２
０
１
５
年
９
月

に
、
伯
国
債
の
格
付
を
「
投

資
不
適
格
級
」に
落
と
し
た
。

　
「
我
々
の
目
的
は
、
今
の

政
府
が
、
来
年
の
選
挙
後
に

発
足
す
る
政
権
に
少
し
の
財

政
的
猶
予
を
与
え
る
、
社
会

保
障
制
度
改
革
を
行
え
る
か

ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
」

と
Ｓ
＆
Ｐ
分
析
員
の
ジ
ョ
イ

デ
ィ
ー
プ
・
マ
ク
ヘ
ル
ジ
氏

は
語
る
。

　

Ｆ
社
も
Ｍ
社
も
、
社
会
保

障
制
度
改
革
が
国
際
市
場
に

お
け
る
伯
国
の
信
用
回
復
に

と
っ
て
重
要
だ
と
み
て
い
る

が
、
Ｓ
＆
Ｐ
の
見
方
は
、
Ｆ

社
、
Ｍ
社
が
今
週
発
表
し
た

レ
ポ
ー
ト
よ
り
も
伯
国
に
対

し
て
厳
し
い
。

　

Ｆ
社
伯
国
分
析
部
門
責
任

者
の
シ
ェ
リ
ー
・
シ
ェ
ッ

テ
ィ
氏
は
、
１
１
日
発
表
の

レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、「
社
会

保
障
制
度
改
革
の
達
成
は
本

　

１
１
日
、
最
高
裁
が
、
実
際
の
審
理
を
行
う
前
の
予
備
的
措
置
と
し
て
連
邦
議

員
に
停
職
な
ど
の
処
分
を
下
し
た
場
合
は
、
そ
の
実
行
に
は
議
会
の
承
認
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
件
の
審
理
は
大
接
戦
で
、
最
後
に
カ
ル
メ
ン
・
ル
シ

ア
長
官
が
１
票
を
投
じ
た
結
果
、
６
対
５
で
決
ま
っ
た
。
１
３
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
判
事

は
、
憲
法
上
、
議
員
に
は
予

備
拘
留
は
適
用
さ
れ
な
い
た

め
、「
夜
間
外
出
禁
止
や
パ

ス
ポ
ー
ト
提
出
な
ど
の
予
備

拘
留
に
変
わ
る
措
置
を
議
員

に
適
用
す
る
の
は
憲
法
の
原

則
に
反
す
る
」
と
の
意
見
を

述
べ
た
。

　

た
だ
し
、同
判
事
は
、デ
ィ

ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
判
事
が

出
し
た
「
最
高
裁
は
職
責
停

止
な
ど
の
予
備
拘
留
に
代
わ

る
措
置
を
科
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
措
置
を
適
用
す
る
か

否
か
の
最
終
判
断
は
議
会
が

下
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
提
案
に
は
賛
成
し

た
。同
案
に
賛
同
し
た
の
は
、

モ
ラ
エ
ス
、
リ
カ
ル
ド
・
レ

ヴ
ァ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー
、
マ
ル

コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ
オ
・
メ
ロ
、

ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
の

５
人
の
判
事
が
賛
同
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
決
定
は
カ

ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
に
託

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同

長
官
は
フ
ァ
キ
ン
判
事
の
見

解
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、

「
議
会
側
の
判
断
は
不
要
と

　

１
２
日
は
「
聖
女
ア
パ
レ

シ
ー
ダ
の
日
」
と
し
て
祝
日

だ
っ
た
が
、
本
紙
で
も
報
じ
て

い
る
と
お
り
、
今
回
は
最
初

の
奇
跡
が
起
こ
っ
て
３
０
０

周
年
の
記
念
の
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
注
目
度
が
高
か
っ

た
。
た
だ
、ど
う
や
ら
熱
か
っ

た
の
は
信
者
の
気
持
ち
だ
け

し
、
最
高
裁
が
科
し
た
措
置

に
つ
い
て
論
議
す
る
機
会
す

ら
与
え
な
い
、
と
い
う
点
に

は
同
意
し
か
ね
る
」
と
反
論

し
た
た
め
、
結
局
６
対
５
で

議
会
が
最
終
判
断
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「
最
高
裁
は
議

員
に
対
す
る
予
備
的
措
置
を

科
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

措
置
適
用
に
関
す
る
最
終
決

定
権
は
議
会
が
持
つ
」
と
い

う
案
に
関
す
る
投
票
で
は
、

フ
ァ
キ
ン
判
事
以
外
の
１
０

人
が
賛
同
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
上
院
は
１
７

日
に
ア
エ
シ
オ
氏
の
上
院
停

職
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
を

話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

最
高
裁
で
の
投
票
は
ア
エ
シ

オ
氏
に
有
利
に
働
い
た
よ
う

判
事
投
票
６
対
５
の
大
接
戦
で

質
的
に
重
要
な
事
柄
で
は
あ

る
が
、
そ
の
行
方
は
不
透
明

だ
」
と
述
べ
、「
来
年
の
大

統
領
選
挙
も
、
改
革
の
日
程

を
不
確
実
に
す
る
可
能
性
が

あ
る
要
素
」
と
す
る
に
止
め

て
い
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
対
す
る

検
察
の
告
発
受
け
入
れ
阻
止

を
巡
る
攻
防
の
た
め
、
社
会

保
障
制
度
改
革
成
立
へ
の
動

き
は
中
断
し
て
い
る
が
、
政

府
は
、
告
発
を
阻
止
し
た
ら

す
ぐ
に
で
も
、
そ
の
動
き
を

再
開
さ
せ
る
意
向
だ
。

　

１
１
日
付
本
紙
で
も
報
じ

た
通
り
、
議
員
た
ち
の
間
に

は
、
来
年
の
選
挙
も
近
く
、

間
に
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
改
革
に
抵
抗
す
る
勢
力

に
も
「
社
会
保
障
制
度
改
革

は
待
っ
た
な
し
」
だ
と
印
象

付
け
る
役
割
を
果
た
す
と
見

る
向
き
も
あ
る
。

　

国
際
市
場
は
、
格
付
会
社

が
発
表
す
る
国
債
信
用
格
付

を
、
そ
の
国
が
国
外
に
向
け

て
発
し
た
経
済
政
策
公
約
を

遵
守
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

測
る
目
安
に
し
て
い
る
。
Ｓ

　
【
既
報
関
連
】
１
１
月
中

の
社
会
保
障
制
度
改
革
（
事

実
上
の
年
金
改
革
）
採
決
を

目
指
し
、
政
府
内
で
交
渉
、

調
整
が
続
い
て
い
る
。
そ
ん

な
最
中
、
世
界
３
大
格
付
会

社
の
一
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
・
プ
ア
ー
ズ（
Ｓ
＆
Ｐ
）が
、

社
会
保
障
制
度
改
革
が
遅
れ

れ
ば
、
伯
国
債
（
ソ
ブ
リ
ン

債
）
の
格
下
げ
が
起
こ
り
う

る
と
警
告
す
る
文
書
を
送
っ

た
と
、
１
３
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
た
。

　

政
府
の
経
済
政
策
班
の

遅
れ
れ
ば
さ
ら
に
格
下
げ
も

最
初
の
奇
跡
か
ら
３
０
０
年

告
発
阻
止
の
後
に
急
ぐ
と
政
府

国
民
へ
の
受
け
が
悪
い
社
会

保
障
制
度
改
革
は
、
よ
り
痛

み
の
度
合
い
が
緩
い
も
の
で

な
い
と
賛
成
で
き
な
い
と
い

う
空
気
が
広
が
っ
て
い
て
、

政
府
内
に
も
、「
せ
め
て
受

給
開
始
年
齢
、
既
存
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
移
行
措
置
、
必
要

最
低
負
担
年
数
だ
け
で
も
通

過
さ
せ
よ
う
」
と
す
る
動
き

も
出
て
い
る
。

　

し
か
し
、
経
済
政
策
班
の

中
に
は
、
そ
れ
で
は
国
家
財

政
健
全
化
の
た
め
に
は
不
十

分
で
、
課
題
が
次
の
政
権
に

持
ち
越
さ
れ
て
し
ま
う
と
し

て
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
本
来

の
改
革
案
を
守
る
べ
き
と
の

声
も
出
て
い
る
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス

財
相
は
１
２
日
に
、
米
国
で

「
年
内
成
立
の
見
込
み
は
充

分
あ
る
。
こ
れ
は
議
員
た
ち

の
良
識
の
問
題
だ
」
と
ま
で

語
っ
た
。

科
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
措

置
の
適
用
の
可
否
は
議
会
が

２
４
時
間
以
内
に
決
定
で
き

る
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
憲

法
違
反
行
為
〈
Ａ
Ｄ
Ｉ
〉
の

審
理
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
報
告
官
は
、
最
高

裁
で
の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

作
戦
の
報
告
官
で
も
あ
る
エ

ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
が

務
め
た
。
同
判
事
は
、
こ
の

請
求
を
却
下
し
、
最
高
裁
側

の
判
断
に
対
す
る
議
会
の
承

認
は
不
要
と
主
張
し
た
。

　

フ
ァ
キ
ン
判
事
の
主
張
に

は
、
ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・

バ
ロ
ー
ゾ
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ

ベ
ル
、
ル
イ
ス
・
フ
ク
ス
、

セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
の
５
判

事
が
従
っ
た
。

　

一
方
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド

エンリケ・メイレレス財相
（Wilson Dias/Agência Brasil）

１１日のカルメン・ルシア長官
（Lula Marques /AGPT）

ア
エ
シ
オ
氏
の
今
後
は
上
院
で

Ｎ・ Ｓ ア パ
レ シ ー ダ

に
見
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
に

来
て
、
当
初
は
停
職
に
反
対

し
て
い
た
労
働
者
党（
Ｐ
Ｔ
）

が
反
旗
を
翻
し
始
め
た
と
報

じ
ら
れ
て
お
り
、
楽
観
で
き

な
い
状
態
だ
と
い
う
。

で
は
な
く
、
気
候
も
同
様
で
、

こ
の
日
の
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
の
日

中
の
最
高
気
温
は
３
６
度
を

記
録
。
聖
州
だ
と
、
こ
の
く

ら
い
の
気
温
で
年
間
最
高
ク

ラ
ス
な
の
で
、
ミ
サ
に
参
列

し
た
人
た
ち
の
体
調
の
方
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
た
だ
、

寒
冷
前
線
の
接
近
で
こ
の
暑

さ
も
峠
を
超
え
、
明
日
、
明

後
日
の
最
高
気
温
は
２
１
〜

２
３
度
と
、
１
０
度
近
く
下

降
す
る
模
様
。
こ
れ
だ
け
気

温
の
動
き
が
極
端
だ
と
肌
の

順
応
も
難
し
い
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
体
調
に
は
気
を
つ
け

て
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
２
日
は
同
時
に
子
供
の

日
で
も
あ
っ
た
が
、
同
日
、

聖
市
東
部
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
パ

ウ
リ
ス
タ
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
で

は
、
３
歳
の
女
児
２
人
が
遺

体
で
発
見
さ
れ
た
。
ア
ド
リ

エ
リ
ち
ゃ
ん
と
ベ
ア
ト
リ
ス

ち
ゃ
ん
の
２
人
は
９
月
２
４

日
か
ら
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
た
が
、
こ
の
日
、
空
き
地

に
放
置
さ
れ
た
車
の
中
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
状
態
の
遺
体

が
発
見
さ
れ
た
。
住
民
が
異

臭
で
気
付
き
、
警
察
に
通
報

し
た
が
、
遺
体
は
腐
乱
し
て

い
た
。
遺
族
に
と
っ
て
最
悪

の
日
と
な
っ
た
が
、
犯
人
逮

捕
を
願
う
ば
か
り
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

南
部
と
南
東
部
、
中
西

部
の
諸
州
と
連
邦
直
轄
区
で

は
、
１
５
日
よ
り
毎
年
恒

例
の
夏
時
間
が
は
じ
ま
る
。

１
５
日
は
、
１
日
が
午
前
０

時
か
ら
で
は
な
く
午
前
１
時

か
ら
は
じ
ま
る
の
で
、
１
時

間
損
を
し
た
気
分
に
な
る
が
、

少
し
前
か
ら
早
め
に
就
寝
し

て
い
る
と
慣
れ
が
早
い
。
こ
の

日
が
来
る
と
「
こ
れ
か
ら
暑

く
な
る
」
と
も
思
う
が
、
今

回
の
夏
時
間
は
来
年
の
２
月

１
７
日
ま
で
。
２
月
１
８
日

は
１
時
間
得
す
る
？

　

近
年
、
経
済
危
機
の
伯
国
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
以
下
葡

国
）
に
移
住
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
と
１
３
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

葡
国
当
局
に
よ
る
と
、

８
万
人
の
伯
人
が
、
正
規
に

ビ
ザ
を
持
ち
、
葡
国
に
居
住

し
て
い
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
葡

国
に
住
む
人
や
不
法
滞
在
者

も
含
め
る
と
、
実
際
に
葡
国

に
住
む
伯
人
は
も
っ
と
多
い

と
推
定
さ
れ
る
。

　

首
都
リ
ス
ボ
ン
に
あ
る
伯

国
領
事
館
の
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・

フ
ァ
グ
ン
デ
ス
２
等
秘
書
官

は
、「
伯
人
を
葡
国
に
惹
き

付
け
て
い
る
要
素
と
し
て

は
、
生
活
の
質
の
高
さ
、
言

葉
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
気

候
、
文
化
が
似
て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

し
か
し
、
葡
国
の
労
働

市
場
は
加
熱
し
て
お
ら
ず
、

５
５
７
ユ
ー
ロ
／
月
と
、
西

欧
諸
国
の
中
で
は
低
い
最
低

賃
金
の
た
め
、
葡
国
移
住

は
充
分
な
財
産
を
持
っ
て
い

る
伯
人
に
限
ら
れ
た
選
択
肢

だ
。

　

葡
国
政
府
は
、「
１
０
０
万

ユ
ー
ロ
以
上
の
資
産
を
同
国

に
移
す
」
か
、「
起
業
し
、

１
０
人
分
以
上
の
雇
用
を
創

出
す
る
」
か
、「
３
５
万
ユ
ー

ロ
以
上
の
不
動
産
を
購
入

す
る
」
な
ど
の
条
件
で
、
投

資
活
動
の
た
め
の
滞
在
許
可

（
Ａ
Ｒ
Ｉ
）に
あ
た
る
、「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ビ
ザ
」
と
呼
ば
れ
る

ビ
ザ
を
出
し
て
い
る
。

　

今
年
に
入
っ
て
７
月
ま
で

に
、
同
種
の
ビ
ザ
を
獲
得
し

た
伯
人
は
１
８
５
人
い
る
。

２
０
１
２
年
に
こ
の
制
度
が

始
ま
っ
て
以
来
、
２
０
１
６

年
ま
で
の
伯
人
向
け
の
同

ビ
ザ
発
給
数
は
２
４
７
件

だ
っ
た
。７
カ
月
の
総
数
が
、

５
年
間
の
総
数
の
お
よ
そ

７
５
％
に
達
し
た
計
算
だ
。

　

葡
国
の
富
裕
層
向
け
不
動

産
会
社
な
ど
は
、
移
住
の
た

め
に
葡
国
に
不
動
産
を
購
入

す
る
意
思
の
あ
る
消
費
者
が

ま
だ
い
る
と
見
て
、
伯
国
へ

熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

　

聖
州
内
陸
部
の
ノ
ッ
サ
・

セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
ア
パ
レ
シ
ー

ダ
で
１
２
日
、
伯
国
の
守
護

神
で
同
名
の
聖
像
を
巡
る
最

初
の
奇
跡
か
ら
３
０
０
年
を

祝
う
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
法
王
か
ら
も
金
の

バ
ラ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
た
と
１
０
、１
３
日
付
伯

字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

パ
ラ
イ
バ
・
ド
・
ス
ル
川

で
漁
を
し
よ
う
と
し
た
３
人

の
漁
師
が
、
川
の
中
か
ら
マ

リ
ア
像
の
胴
と
頭
を
見
つ
け

た
と
こ
ろ
、
像
が
急
に
重
く

な
っ
た
上
、
そ
の
後
は
急
に

魚
が
獲
れ
始
め
た
、
奴
隷
が

聖
像
に
願
い
を
唱
え
た
と
こ

ろ
、
鎖
が
外
れ
、
聖
堂
に
入

る
事
が
出
来
た
と
い
っ
た
奇

跡
が
起
き
た
の
は
１
７
１
７

年
。
３
０
０
周
年
と
な
る
今

年
は
、
徒
歩
で
聖
地
を
目
指

す
巡
礼
者
数
も
例
年
を
上
回

り
、
２
万
人
弱
に
上
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
年
に
同

地
を
訪
れ
た
事
が
あ
る
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
法
王
が
、
３
０
０

周
年
の
記
念
行
事
を
執
り
行

う
た
め
に
同
地
に
赴
い
た
イ

タ
リ
ア
人
の
枢
機
卿
に
託
し

た
金
の
バ
ラ
は
、
９
日
夜
の

ミ
サ
で
献
げ
ら
れ
た
。
こ

の
バ
ラ
は
、
３
０
０
周
年
の

記
念
ミ
サ
な
ど
が
行
わ
れ
た

１
２
日
も
、
ア
パ
レ
シ
ー
ダ

の
聖
堂
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

法
王
に
よ
る
金
の
バ
ラ
贈

呈
は
原
則
、
年
１
回
だ
が
、

今
年
は
２
回
目
の
贈
呈
と
な

る
。
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
の
聖

堂
へ
の
金
の
バ
ラ
贈
呈
は
、

１
９
６
７
年
の
パ
ウ
ロ
６
世

と
２
０
０
７
年
の
ベ
ン
ト

１
６
世
に
次
ぎ
、３
回
目
だ
。

　

信
徒
達
を
さ
ら
に
驚
か
せ

か
つ
喜
ば
せ
た
の
は
、
１
２

日
に
贈
ら
れ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
。
法
王
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
、
記
念
ミ
サ
に
参

列
で
き
な
い
事
を
嘆
く
と
共

に
、
１
３
年
の
訪
問
時
を
回

顧
し
な
が
ら
、
ア
パ
レ
シ
ー

ダ
を
守
護
神
と
仰
ぎ
、
信
仰

を
告
白
し
な
が
ら
歩
む
信
徒

や
伯
国
民
を
懐
か
み
つ
つ
、

祝
辞
を
贈
っ
た
。

　

同
法
王
は
、
１
１
日
も
バ

チ
カ
ン
市
国
で
ア
パ
レ
シ
ー

ダ
３
０
０
周
年
の
祝
賀
ミ

サ
を
執
り
行
い
、「
１
２
日

に
祝
わ
れ
る
、
ノ
ッ
サ
・
セ

ニ
ョ
ー
ラ
・
ア
パ
レ
シ
ー
ダ

３
０
０
周
年
の
喜
び
を
分
か

ち
合
お
う
と
集
ま
っ
た
、
伯

国
な
ら
び
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

を
話
す
国
々
か
ら
の
巡
礼

者
、
ロ
ー
マ
に
住
む
伯
人
司

祭
や
宗
教
家
、
信
者
達
の
上

に
祝
福
を
」
と
祈
っ
た
。

　

ア
パ
レ
シ
ー
ダ
で
は
１
２

日
、
午
前
中
の
ミ
サ
だ
け
で

１
５
万
５
千
人
が
集
ま
り
、

終
日
の
参
列
者
は
２
０
万
人

超
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

同
市
で
の
記
念
ミ
サ
に

は
、
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ

ミ
ン
聖
州
知
事
や
ジ
ウ
ベ
ル

ト
・
カ
サ
ビ
科
学
・
技
術
・

開
発
・
通
信
相
、
テ
メ
ル
大

統
領
の
代
理
の
ア
ン
ト
ニ

オ
・
イ
ン
バ
サ
イ
大
統
領
府

総
務
室
長
官
も
参
列
し
て
い

た
が
、
会
衆
か
ら
は
野
次
の

声
が
飛
ん
だ
と
い
う
。

　

守
護
神
の
日
を
祝
う
ミ
サ

は
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
市
以
外

で
も
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、

３
０
０
周
年
を
祝
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
ア
ン
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
作
戦
第
２
弾
で
５
日

に
逮
捕
さ
れ
た
カ
ル
ロ
ス
・

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ヌ
ズ
マ
ン
・

伯
国
五
輪
委
員
会
会
長
が

１
１
日
に
辞
表
を
提
出
し
、

２
２
年
間
務
め
た
委
員
長
職

を
去
っ
た
。
１
２
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

辞
表
は
、
１
１
日
に
開
か

れ
た
委
員
会
の
会
議
中
に
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
委
員
た
ち

は
既
に
、
ヌ
ズ
マ
ン
氏
の
罷

免
を
求
め
る
意
向
で
集
ま
っ

て
い
た
。

　

ヌ
ズ
マ
ン
氏
が
刑
務
所
の

中
で
書
い
た
短
い
辞
表
は
、

同
氏
の
担
当
弁
護
士
で
あ
る

セ
ル
ジ
オ
・
マ
ジ
ー
ロ
氏
が

読
み
上
げ
た
。
こ
の
間
、
拍

手
の
よ
う
な
も
の
は
一
切
起

こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

ヌ
ズ
マ
ン
氏
は
１
９
６
４

年
の
東
京
五
輪
に
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
代
表
選
手
と
し

て
参
加
。
そ
の
後
は
、
伯

国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
会

長
な
ど
を
歴
任
し
て
お
り
、

１
９
９
５
年
に
五
輪
委
員
会

の
委
員
長
に
就
任
。
長
期
に

わ
た
り
、
そ
の
座
に
座
っ
て
い

た
が
、
リ
オ
五
輪
誘
致
の
際

に
他
の
国
の
五
輪
委
員
に
賄

賂
を
贈
り
、
開
催
国
選
挙
の

際
の
票
を
買
収
し
て
い
た
容

疑
で
、
５
日
に
逮
捕
さ
れ
た
。

　

ヌ
ズ
マ
ン
氏
の
後
任
に
は
、

伯
国
柔
道
連
盟
会
長
を
１
６

年
間
務
め
た
こ
と
も
あ
る
、

副
会
長
の
パ
ウ
ロ
・
バ
ン
デ
ル

レ
イ
氏
（
６
７
）
が
昇
格
し
、

ヌ
ズ
マ
ン
氏
の
任
期
だ
っ
た

２
０
年
１
０
月
ま
で
、
委
員

長
を
務
め
る
。

議員停職の権限は議会に
　

今
回
の
審
理
は
、
９
月

２
６
日
に
最
高
裁
第
１
小
法

廷
が
、ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ

ス
氏
に
下
し
た
収
賄
容
疑
で

の
停
職
な
ら
び
に
パ
ス
ポ
ー

ト
没
収
と
夜
間
外
出
禁
止
な

ど
の
予
備
処
分
に
対
し
、
上

院
が
異
議
申
し
立
て
を
行
っ

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。

　

実
際
の
審
理
は
、
２
０
１

６
年
に
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｃ
）、
連
帯
（
Ｓ
Ｄ
）
が
提

出
し
た
、「
現
行
犯
逮
捕
以

外
の
事
由
で
、
連
邦
議
員
に

停
職
な
ど
の
予
備
的
措
置
が

ビ
ザ
の
発
給
件
数
が
急
増

葡
国
不
動
産
購
入
の
動
き
も

法
王
か
ら
も
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ

最高裁
Ｓ ＆ Ｐ

年
金
改
革
待
っ
た
な
し
と
警
告

（２）２０１７年 第４８５９号 １０月 １４日 （土曜日）

葡国移住

ヌ
ズ
マ
ン
五
輪
委
員
長
が
辞
任

逮
捕
で
長
期
政
権
も
終
焉
に

リオ五輪



　

後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
「
建け

ん

武む

の
新し

ん

政せ
い

」
が
わ
ず
か

２
年ね

ん

余あ
ま

り
で
崩く

ず

れ
た
後あ

と

、
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
る
。
こ
の

後あ
と

、
約や

く

６
０
年ね

ん

間か
ん

、
二ふ

た

つ
の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

が
並な

ら

び
立た

つ
と
い
う
空く

う

前ぜ
ん

絶ぜ
つ

後ご

の
異い

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

が
続つ

づ

く
の
だ
が
、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

の
中

ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
記き

述じ
ゅ
つは
わ
ず
か
４
行ぎ

ょ
うで
あ
る
。

　
尊た

か

氏う
じ

は
京

き
ょ
う

都と

に
新あ

ら

た
に
天て

ん

皇の
う

を
立た

て
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が
吉よ

し

野の

（
奈な

良ら

県け
ん

）
に
の
が
れ
た
の
で
、
二ふ

た

つ
の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

が
生う

ま
れ
ま

し
た
。
京

き
ょ
う

都と

方が
た

を
北ほ

く

朝ち
ょ
う、
吉よ

し

野の

方か
た

を
南な

ん

朝ち
ょ
うと
呼よ

び
、
こ
の
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うは
全ぜ

ん

国こ
く

の
武ぶ

士し

に
よ
び
か
け
て
戦た

た
かい
ま
し
た
。
南な

ん

北ぼ
く

朝
ち
ょ
う

の
動ど

う

乱ら
ん

の
つ
づ
い
た
約や

く

６
０
年ね

ん

を
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

と
い
い
ま
す
。

［
１
，
ｐ
７
０
］

　
こ
れ
で
は
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うが
互た

が

い
の
権け

ん

力り
ょ
く

争あ
ら
そい
の
た
め
に
、
全ぜ

ん

国こ
く

を
約や

く

６
０
年ね

ん

間か
ん

も
戦せ

ん

乱ら
ん

に
陥

お
と
し
いれ
た
、
と
い
う
理り

解か
い

で
終お

わ
っ
て

し
ま
う
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

版ば
ん

中ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

も
、
多た

少し
ょ
うは
詳く

わ

し

い
が
、
大だ

い

同ど
う

小し
ょ
う

異い

の
記き

述じ
ゅ
つで
あ
る
。

　　
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うの
争そ

う

乱ら
ん　
１
３
３
６
（
建け

ん

武む

３
）
年ね

ん

、
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

は
京

き
ょ
う

都と

に
新あ

た
ら
し
い
天て

ん

皇の
う

を
立た

て
、
建け

ん

武む

式し
き

目も
く

を
定さ

だ

め
た
。
こ

れ
は
、
京

き
ょ
う

都と

に
幕ば

く

府ふ

を
開ひ

ら

き
、
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

初し
ょ

期き

の
北ほ

う

条じ
ょ
う

泰や
す

時と
き

ら
の
政せ

い

治じ

を
手て

本ほ
ん

と
す
る
、
幕ば

く

府ふ

政せ
い

治じ

再さ
い

興こ
う

の
方ほ

う

針し
ん

を
明あ

き

ら

か
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

は
吉よ

し

野の

（
奈な

良ら

県け
ん

）
に
の
が
れ
、
こ
こ
に
２
つ
の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

が
並な

ら

び
立た

つ
状

じ
ょ
う

態た
い

が
生う

ま
れ
た
。
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
別べ

つ

々べ
つ

の
年ね

ん

号ご
う

を
使つ

か
っ
た
。

　
吉よ

し

野の

に
置お

か
れ
た
朝

ち
ょ
う

廷て
い

を
南な

ん

朝ち
ょ
う、
京

き
ょ
う

都と

の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

を
北ほ

く

朝ち
ょ
うと

い
い
、
こ
の
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
そ
れ
ぞ
れ
各か

く

地ち

の
武ぶ

士し

に
よ
び
か
け
て
、

約や
く

６
０
年ね

ん

間か
ん

も
全ぜ

ん

国こ
く

で
争あ

ら
そい
を
つ
づ
け
た
。
こ
の
時じ

代だ
い

を
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

と
い
う
。［
２
，
ｐ
９
３
］

２０１６年
ねん

２月
がつ

１４日
か

版
ばん

　

何な
ん

の
た
め
に
南な

ん

朝ち
ょ
うは
吉よ

し

野の

の
山や

ま

奥お
く

で
約や

く

６
０
年ね

ん

間か
ん

も
抵て

い

抗こ
う

を
続つ

づ

け
た
の
か
、
そ
し
て
勝

し
ょ
う

利り

し
た
足あ

し

利か
が

幕ば
く

府ふ

が
な
ぜ
権け

ん

威い

を
失

う
し
な
っ
て
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

に
突と

つ

入に
ゅ
うす
る
の
か
、
こ
こ
に
は
我わ

が
国く

に

の

国く
に

柄が
ら

を
理り

解か
い

す
る
上う

え

で
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
ポ
イ
ン
ト
が
潜ひ

そ

ん
で
い
る
。

　

そ
も
そ
も
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

並へ
い

立り
つ

と
い
う
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
異い

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

が
始は

じ

ま
っ
た
の
は
、
尊た

か

氏う
じ

の
謀ぼ

う

略り
ゃ
くか
ら
で
あ
る
。

　

九
き
ゅ
う

州し
ゅ
うか
ら
押お

し
寄よ

せ
た
足あ

し

利か
が

軍ぐ
ん

に
対た

い

し
て
、
延え

ん

元げ
ん

元が
ん

（
１
３
３
６
）
年ね

ん

５
月が

つ

２
５
日に

ち

、
湊

み
な
と

川が
わ

（
現げ

ん

・
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

）
の

戦た
た
かい
に
敗や

ぶ

れ
た
後あ

と

、
楠

く
す
の

木き

正ま
さ

成し
げ

・
正ま

さ

季す
え

兄き
ょ
う

弟だ
い

は
「
七し

ち

生し
ょ
う

報ほ
う

国こ
く

（
七し

ち

た
び
人に

ん

間げ
ん

に
生う

ま
れ
変か

わ
っ
て
国く

に

に
報む

く

い
る
）」
を
誓ち

か
っ

て
刺さ

し
違ち

が

え
た
。

　

５
月が

つ

２
７
日に

ち

、
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

は
叡え

い

山ざ
ん

に
逃の

が

れ
た
が
、
８
月が

つ

１
５
日に

ち

、
京

き
ょ
う

都と

に
入は

い
っ
た
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

は
持じ

明み
ょ
う

院い
ん

統と
う

の
光こ

う

厳ご
ん

上
じ
ょ
う

皇こ
う

の
弟

お
と
う
と

宮み
や

を
立た

て
て
光こ

う

明み
ょ
う

天て
ん

皇の
う

と
し
た
。
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が

在ざ
い

位い

さ
れ
て
い
る
の
に
、
別べ

つ

の
天て

ん

皇の
う

を
立た

て
た
の
が
二に

朝ち
ょ
う

並へ
い

立り
つ

の
始は

じ

ま
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

は
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

の
許も

と

に
あ
り
、
神じ

ん

器ぎ

な
く
し
て
擁よ

う

立り
つ

さ
れ
た
光こ

う

明み
ょ
う

天て
ん

皇の
う

に
は
正せ

い

統と
う

性せ
い

は
な
い
。

そ
こ
で
尊た

か

氏う
じ

は
な
ん
と
か
神じ

ん

器ぎ

を
得え

よ
う
と
、
一い

っ

計け
い

を
図は

か

っ
て

後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

に
京

き
ょ
う

都と

へ
の
お
帰か

え

り
を
請こ

う
た
。
そ
し
て
京

き
ょ
う

都と

に

戻も
ど

ら
れ
た
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

を
幽ゆ

う

閉へ
い

し
て
、
神じ

ん

器ぎ

を
光こ

う

明み
ょ
う

天て
ん

皇の
う

に

渡わ
た

す
よ
う
に
強

き
ょ
う

要よ
う

し
た
。

　

後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

は
、
こ
う
し
た
事じ

態た
い

も
予よ

期き

さ
れ
て
い
た
様よ

う

子す

で
、
偽ぎ

物ぶ
つ

と
言い

わ
れ
る
神じ

ん

器ぎ

を
渡わ

た

さ
れ
た
上う

え

で
、
秘ひ

そ

か
に

１
２
月が

つ

２
１
日に

ち

夜よ
る

、吉よ
し

野の

（
現げ

ん・奈な

良ら

県け
ん

南な
ん

部ぶ

）
に
逃の

が

れ
出で

た
。

こ
う
し
て
南な

ん

朝ち
ょ
うが
始は

じ

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

在ざ
い

位い

の
ま
ま
神じ

ん

器ぎ

も
な
し
の
北ほ

く

朝ち
ょ
う

擁よ
う

立り
つ

と
い

い
、
神じ

ん

器ぎ

を
得え

る
た
め
の
策さ

く

略り
ゃ
くと
い
い
、
私し

欲よ
く

の
た
め
に
は
手し

ゅ

段だ
ん

を
選え

ら

ば
な
い
尊た

か

氏う
じ

の
人ひ

と

と
な
り
が
見み

て
と
れ
る
。

　

南な
ん

朝ち
ょ
うと
言い

う
と
、
い
か
に
も
吉よ

し

野の

の
山や

ま

奥お
く

に
潜ひ

そ

ん
で
、
ゲ
リ

ラ
的て

き

抵て
い

抗こ
う

を
続つ

づ

け
て
い
た
か
の
よ
う
に
思お

も

え
る
が
、
実じ

っ

際さ
い

に
は

そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
吉よ

し

野の

は
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

の
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

と

し
て
、
多お

お

く
の
寺じ

社し
ゃ

を
擁よ

う

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
数す

う

百ひ
ゃ
く、
数す

う

千せ
ん

の

衆し
ゅ
う

徒と

を
抱か

か

え
る
富ふ

強き
ょ
うの
地ち

で
あ
っ
た
。

　

東ひ
が
しは
伊い

勢せ

の
地ち

で
勤き

ん

王の
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

厚あ
つ

く
、
さ
ら
に
海か

い

路ろ

で
陸み

ち

奥の
く

に
つ
な
が
る
。
そ
こ
に
は
北き

た

畠は
た

親ち
か

房ふ
さ

・
顯あ

き

家い
え

親お
や

子こ

が
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

の
第だ

い

七し
ち

皇お
う

子じ

・
義の

り

良な
が

親し
ん

王の
う

（
次じ

代だ
い

・
後ご

村む
ら

上か
み

天て
ん

皇の
う

）
を

奉ほ
う

じ
て
関か

ん

東と
う

を
窺

う
か
が
っ
て
い
た
。

　

西に
し

の
河か

わ

内ち

は
楠

く
す
の

木き

一い
ち

族ぞ
く

の
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

の
熊く

ま

野の

や
伊い

予よ

の
水す

い

軍ぐ
ん

が
支し

配は
い

す
る
瀬せ

戸と

内な
い

海か
い

を
経へ

て
、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うの
菊き

く

池ち

・
阿あ

蘇そ

ら
勤き

ん

王の
う

軍ぐ
ん

に
つ
な
が
る
。
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

は
懐か

ね

良よ
し

親し
ん

王の
う

を
征せ

い

西せ
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

宮の
み
やと
し
て
派は

遣け
ん

さ
れ
、
こ
の

親し
ん

王の
う

の
も
と
で
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うで
は
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

が
優ゆ

う

勢せ
い

だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
北ほ

く

陸り
く

に
は
新に

っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

の
一い

ち

族ぞ
く

が
、
京

き
ょ
う

都と

を
睨に

ら

ん
で
い

た
。
こ
の
よ
う
に
南な

ん

朝ち
ょ
うは
吉よ

し

野の

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構こ

う

築ち
く

し
て
、
北ほ

く

朝ち
ょ
うと
対た

い

峙じ

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

加く
わ

え
て
、
南な

ん

朝ち
ょ
うに
は
「
天て

ん

皇の
う

を
国こ

っ

家か

統と
う

合ご
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
、

そ
の
愛あ

い

民み
ん

の
精せ

い

神し
ん

を
文ぶ

ん

武ぶ

の
官か

ん

が
体て

い

し
て
政せ

い

治じ

を
行お

こ
な
う
」
と
い

う
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

の
理り

想そ
う

に
共

き
ょ
う

鳴め
い

し
て
戦た

た
かい
続つ

づ

け
た
人ひ

と

々び
と

が
多お

お

か
っ
た
。
そ
の
一ひ

と

人り

が
北き

た

畠は
た

親ち
か

房ふ
さ

で
あ
る
。

　

息む
す

子こ

・
顯あ

き

家い
え

が
戦せ

ん

死し

し
た
後あ

と

も
、
５
０
歳さ

い

に
近ち

か

い
年ね

ん

齢れ
い

に

も
関か

か

わ
ら
ず
、
各か

く

地ち

で
南な

ん

朝ち
ょ
うの
勢せ

い

力り
ょ
く

拡か
く

大だ
い

、
足あ

し

利か
が

方が
た

と
の
戦せ

ん

闘と
う

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
た
。吉よ

し

野の

を
中

ち
ゅ
う

核か
く

に
、皇お

う

子じ

を
各か

く

地ち

に
派は

遣け
ん

し
て
、

全ぜ
ん

国こ
く

に
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創つ

く

る
と
い
う
雄ゆ

う

大だ
い

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くも
、
親ち

か

房ふ
さ

が
編あ

み
出だ

し
た
も
の
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

延え
ん

元げ
ん

４
（
１
３
３
９
）
年ね

ん

に
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が
お
隠か

く

れ
に
な

る
と
次じ

代だ
い

の
後ご

村む
ら

上か
み

天て
ん

皇の
う

の
た
め
に
、
親ち

か

房ふ
さ

は
常ひ

陸た
ち

の
小お

田だ

城じ
ょ
う（
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

つ
く
ば
市し

）
の
陣じ

ん

中ち
ゅ
うで
筆ふ

で

を
と
り
、
我わ

が
国く

に

の

国く
に

柄が
ら

を
歴れ

き

史し

を
通つ

う

じ
て
説と

い
た
『
神じ

ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

』
を
書か

き
上あ

げ
た
。
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

・
村む

ら

尾お

次じ

郎ろ
う

博は
か

士せ

は
こ
う
評ひ

ょ
うし
て
い
る
。

『
神じ

ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

』
は
彼か

れ

の
学が

く

識し
き

と
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

と
を
か
た
む
け
て
執し

っ

筆ぴ
つ

し
た
国こ

く

史し

で
あ
る
と
と
も
に
、
歴れ

き

史し

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

で
あ
り
、
そ
の

随ず
い

所し
ょ

に
、
き
び
し
い
道ど

う

義ぎ

の
こ
と
ば
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
。

１
．
あ
ま
り
に
も
表ひ

ょ
う

面め
ん

的て
き

な

        「
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

」
の
記き

述じ
ゅ
つ

親ち
か

房ふ
さ

に
つ
き
従し

た
がう
城

じ
ょ
う

兵へ
い

も
、
戦せ

ん

闘と
う

の
あ
い
ま
に
こ
れ
を
写う

つ

し
て

は
読よ

み
、
正

し
ょ
う

統と
う

記き

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うに
は
げ
ま
さ
れ
て
勇ゆ

う

気き

を
振ふ

る

い
お
こ

し
て
は
戦

た
た
か
つっ

た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。［
３
，
ｐ
２
４
９
］

　

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

史し

を
専せ

ん

門も
ん

と
す
る
村む

ら

田た

正ま
さ

志し

博は
か

士せ

は
、
こ
の
書し

ょ

が

世よ

の
中な

か

に
ど
う
受う

け
と
め
ら
れ
た
か
を
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て

い
る
。

　
す
な
わ
ち
本ほ

ん

書し
ょ

は
南な

ん

朝ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

の
歴れ

き

史し

的て
き

理り

論ろ
ん

的て
き

根こ
ん

拠き
ょ

を
明あ

き

ら
か
に
し
た
書し

ょ

で
あ
り
、
著ち

ょ

作さ
く

さ
れ
た
当と

う

時じ

、
南な

ん

朝ち
ょ
うの
人ひ

と

々び
と

は
も
と
よ
り
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

に
も
名め

い

著ち
ょ

と
し
て
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
、
そ
の
後ご

室む
ろ

町ま
ち

時じ

代だ
い

に
も
重お

も

ん
ぜ
ら
れ
、
更さ

ら

に
近き

ん

世せ
い

に
な
っ
て
か
ら
後の

ち

は
、

そ
の
学が

く

問も
ん

的て
き

、
ま
た
思し

想そ
う

的て
き

価か

値ち

が
大お

お

い
に
認み

と

め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。［
４
，
ｐ
１
２
９
］

　

南な
ん

朝ち
ょ
うの
人ひ

と

々び
と

は
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が
率そ

っ

先せ
ん

し
、
親ち

か

房ふ
さ

が
『
神じ

ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

』
で
描え

が

い
た
理り

想そ
う

に
よ
っ
て
結む

す

ば
れ
て
い
た
。

　

そ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
継け

い

承し
ょ
うし
て
、
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

の
武ぶ

将し
ょ
うた
ち
が
何な

ん

代だ
い

に
も

わ
た
っ
て
戦た

た
かい
続つ

づ

け
た
史し

実じ
つ

も
忘わ

す

れ
が
た
い
。

　

建け
ん

武む

３
（
１
３
３
６
）
年ね

ん

、
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

の
軍ぐ

ん

を
兵

ひ
ょ
う

庫ご

・
湊

み
な
と

川が
わ

で
迎む

か

え
撃う

と
う
と
す
る
正ま

さ

成し
げ

は
討う

ち

死じ

を
決け

つ

意い

し
、
１
１
歳さ

い

の
息む

す

子こ

・
正ま

さ

行つ
ら

を
郷

き
ょ
う

里り

に
帰か

え

る
よ
う
命め

い

じ
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な

遺い

戒か
い

を
与あ

た

え
た
。

正ま
さ

成し
げ

す
で
に
討う

ち

死じ
に

す
と
聞き

き
な
ば
、
天て

ん

下か

は
必か

な
ら
ず
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

（
尊た

か

氏う
じ

）
の
代だ

い

に
成な

り
ぬ
と
心

こ
こ
ろ

得う

べ
し
、
然し

か

り
と
い
へ
ど
も
、
一い

っ

旦た
ん

の
身し

ん

命め
い

を
助た

す

か
ら
ん
た
め
に
、
多た

年ね
ん

の
忠

ち
ゅ
う

烈れ
つ

を
失う

し
な
ひ
て
、

降こ
う

人じ
ん

（
降こ

う

伏ふ
く

）
に
出い

づ
る
事こ

と

あ
る
べ
か
ら
ず
。［
５
，
ｐ

２
１
０
］

　

正ま
さ

行つ
ら

は
こ
の
言こ

と

葉ば

通ど
お

り
に
、
吉よ

し

野の

の
西に

し

の
守ま

も

り
を
固か

た

め
、

正し
ょ
う

平へ
い

３
（
１
３
４
８
）
年ね

ん

、
２
３
歳さ

い

の
時と

き

に
、
押お

し
寄よ

せ
た

足あ
し

利か
が

の
大た

い

軍ぐ
ん

を
四し

條じ
ょ
う

畷な
わ
ての
戦た

た
かい
で
破や

ぶ

る
が
、
自み

ず
か
ら
も
重

じ
ゅ
う

傷し
ょ
うを

負お

い
、
弟

お
と
う
と・
正ま

さ

時と
き

と
と
も
に
自じ

決け
つ

す
る
。

　

後あ
と

を
継つ

い
だ
三さ

ん

男な
ん

・
正ま

さ

儀の
り

も
、
一い

ち

時じ

は
北ほ

く

朝ち
ょ
うと
の
和わ

平へ
い

を

訴う
っ
たえ
て
南な

ん

朝ち
ょ
う

内な
い

の
立た

ち

場ば

を
失う

し
ない
、
や
む
な
く
北ほ

く

朝ち
ょ
う

側が
わ

に
立た

っ

た
時じ

期き

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後ご

は
南な

ん

朝ち
ょ
う

側が
わ

に
復ふ

っ

帰き

し
て
戦た

た
かい

続つ
づ

け
た
。

　

以い

降こ
う

の
楠

く
す
の

木き

一い
ち

族ぞ
く

も
、
元げ

ん

中ち
ゅ
う７
（
１
３
９
０
）
年ね

ん

、
永え

い

享き
ょ
う

元が
ん

（
１
４
２
９
）
年ね

ん

、
同ど

う

９
（
１
４
３
８
）
年ね

ん

、
文ぶ

ん

安あ
ん

４

（
１
４
４
７
）
年ね

ん

、
寛か

ん

正せ
い

元が
ん

（
１
４
６
０
）
年ね

ん

に
足あ

し

利か
が

氏し

に

反は
ん

逆ぎ
ゃ
くし
て
討う

ち

死じ

に
し
た
記き

録ろ
く

が
遺の

こ
っ
て
い
る
。
１
４
６
０
年ね

ん

と

言い

え
ば
、
正ま

さ

成し
げ

討う
ち

死じ

の
１
２
４
年ね

ん

後ご

で
あ
る
。
ま
さ
に
「
七し

ち

生し
ょ
う

報ほ
う

国こ
く

」
を
一い

ち

族ぞ
く

と
し
て
実じ

っ

践せ
ん

し
た
の
で
あ
る
。

　

新に
っ

田た

の
一い

ち

族ぞ
く

も
、
義よ

し

貞さ
だ

の
子こ

ら
、
そ
し
て
弟

お
と
う
との
義ぎ

助す
け

と
そ
の

子こ

ら
が
み
な
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
同お

な

じ
く
し
て
南な

ん

朝ち
ょ
う

側が
わ

に
立た

ち
、
ほ
と
ん
ど

戦せ
ん

死し

を
遂と

げ
て
い
る
。
そ
の
子し

孫そ
ん

も
、応お

う

永え
い

１
６（
１
４
０
９
）

年ね
ん

頃ご
ろ

ま
で
何な

ん

度ど

か
足あ

し

利か
が

氏し

に
反は

ん

逆ぎ
ゃ
くし
て
討う

ち

死じ

に
し
た
記き

録ろ
く

が

残の
こ
っ
て
い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

　

南な
ん

朝ち
ょ
う

方が
た

が
一ひ

と
つ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しで
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

に
結む

す

ば
れ
、
か
つ
何な

ん

代だ
い

に

も
わ
た
っ
て
戦た

た
か
い
続つ

づ

け
た
の
に
対た

い

し
、
足あ

し

利か
が

方が
た

は
内な

い

紛ふ
ん

、
謀ぼ

う

略り
ゃ
く、
裏う

ら

切ぎ

り
の
連れ

ん

続ぞ
く

で
あ
っ
た
。

　

尊た
か

氏う
じ

の
重

じ
ゅ
う

臣し
ん

・
高

こ
う
の

師も
ろ

直な
お

・
師も

ろ

泰や
す

兄き
ょ
う

弟だ
い

は
専せ

ん

横お
う

を
極き

わ

め
、
尊た

か

氏う
じ

の
弟

お
と
う
と・
直た

だ

義よ
し

と
対た

い

立り
つ

し
た
。
直た

だ

義よ
し

は
正

し
ょ
う

平へ
い

５
（
１
３
５
０
）

年ね
ん

、
南な

ん

朝ち
ょ
うに
帰き

順じ
ゅ
んし
、
そ
の
権け

ん

威い

と
武ぶ

力り
ょ
くを
背は

い

景け
い

に
、
高

こ
う
の

兄
き
ょ
う

弟だ
い

の
打だ

倒と
う

を
図は

か
っ
た
。

　

尊
た
か
う

氏じ

は
高

こ
う
の

兄き
ょ
う

弟だ
い

の
側が

わ

に
つ
い
て
、
直た

だ

義よ
し

と
戦

た
た
か
っ
た
が
大た

い

敗は
い

。

高こ
う
の

兄き
ょ
う

弟だ
い

は
負ふ

傷し
ょ
うし
降こ

う

伏ふ
く

し
た
が
、
殺こ

ろ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
尊た

か

氏う
じ

と
直た

だ

義よ
し

は
表

ひ
ょ
う

面め
ん

上じ
ょ
うは
和わ

解か
い

し
た
が
、
翌よ

く

年と
し

、
不ふ

和わ

が
生し

ょ
うじ
、

直た
だ

義よ
し

が
京

き
ょ
う

都と

か
ら
逃の

が

れ
去さ

っ
た
の
で
、
尊た

か

氏う
じ

は
追つ

い

討と
う

の
兵へ

い

を
上あ

げ
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
際さ

い

、
尊た

か

氏う
じ

・
義よ

し

詮あ
き
ら

親お
や

子こ

は
直た

だ

義よ
し

を
真ま

似ね

て
、
南な

ん

朝ち
ょ
うに

降こ
う

参さ
ん

し
て
、
そ
の
権け

ん

威い

を
利り

用よ
う

し
よ
う
と
し
た
。
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

は

容よ
う

易い

に
は
許ゆ

る

さ
な
か
っ
た
が
、
尊た

か

氏う
じ

は
重か

さ

ね
て
奏そ

う

上じ
ょ
うし
、
後ご

村む
ら

上か
み

天て
ん

皇の
う

の
親し

ん

政せ
い

を
願ね

が

い
、
京

き
ょ
う

都と

へ
の
ご
帰き

還か
ん

を
請こ

う
た
の
で
、

こ
れ
を
許ゆ

る

し
た
。

　

直た
だ

義よ
し

の
み
な
ら
ず
、
尊た

か

氏う
じ

親お
や

子こ

ま
で
降こ

う

伏ふ
く

し
て
き
た
の
で
、

正し
ょ
う

平へ
い

６
（
１
３
５
１
）
年ね

ん

、
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

は
北ほ

く

朝ち
ょ
うを
廃は

い

止し

し
、

偽ぎ

物ぶ
つ

と
さ
れ
て
い
た
神じ

ん

器ぎ

も
回か

い

収し
ゅ
うし
た
。
こ
こ
に
一い

ち

度ど

は
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うの
並へ

い

立り
つ

と
い
う
異い

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

は
解か

い

消し
ょ
うし
た
の
で
あ
る
。
各か

く

地ち

の
南な

ん

朝ち
ょ
う

軍ぐ
ん

も
振ふ

る
い
立た

ち
、
京

き
ょ
う

都と

も
奪だ

っ

回か
い

し
た
。

　

尊た
か

氏う
じ

は
南な

ん

朝ち
ょ
うの
承

し
ょ
う

認に
ん

を
得え

た
上う

え

で
、
鎌か

ま

倉く
ら

に
の
ぼ
り
、
直た

だ

義よ
し

を
成せ

い

敗ば
い

す
る
と
、
翌よ

く

正し
ょ
う

平へ
い

７
（
１
３
５
２
）
年ね

ん

、
南な

ん

朝
ち
ょ
う

方が
た

を
裏う

ら

切ぎ

っ
て
、
攻こ

う

撃げ
き

を
し
か
け
た
。
諸し

ょ

国こ
く

の
南な

ん

軍ぐ
ん

が
急い

そ

ぎ

上じ
ょ
う

京き
ょ
うし
て
加か

勢せ
い

し
よ
う
と
し
た
が
、
間ま

に
合あ

わ
な
か
っ
た
。

　

尊た
か

氏う
じ

・
義よ

し

詮あ
き
らは
新あ

ら

た
に
後ご

光こ
う

厳ご
ん

天て
ん

皇の
う

を
立た

て
た
が
、
今こ

ん

回か
い

は
偽に

せ

の
神じ

ん

器ぎ

す
ら
な
い
中な

か

で
の
即そ

く

位い

と
な
っ
た
。
さ
す
が
に
こ

れ
で
は
権け

ん

威い

も
な
い
と
、
足あ

し

利か
が

氏し

三さ
ん

代だ
い

目め

の
義よ

し

満み
つ

が
南な

ん

朝ち
ょ
うと

和わ

平へ
い

交こ
う

渉し
ょ
うを
し
、
明め

い

徳と
く

３
（
１
３
９
２
）
年ね

ん

、
南な

ん

朝ち
ょ
う

第だ
い

４

代だ
い

の
後ご

亀か
め

山や
ま

天て
ん

皇の
う

か
ら
、
北ほ

く

朝ち
ょ
う

第だ
い

６
代だ

い

の
後ご

小こ

松ま
つ

天て
ん

皇の
う

に
譲

じ
ょ
う

位い

さ
れ
る
形か

た
ちで
、
神じ

ん

器ぎ

も
北ほ

く

朝ち
ょ
うに
渡わ

た

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

和わ

平へ
い

条じ
ょ
う

件け
ん

と
し
て
は
、
今こ

ん

後ご

、
再ふ

た
た
び
、
両

り
ょ
う

朝ち
ょ
うか
ら
天て

ん

皇の
う

が

交こ
う

互ご

に
お
立た

ち
に
な
る
と
い
う
事こ

と

だ
っ
た
が
、
義よ

し

満み
つ

は
神じ

ん

器ぎ

さ

え
取と

り
戻も

ど

せ
ば
、
と
、
こ
の
合ご

う

意い

を
踏ふ

み
に
じ
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
か
に
も
足あ

し

利か
が

一い
ち

族ぞ
く

ら
し
い
や
り
口く

ち

で
あ
る
。
楠

く
す
の

木き

・
新に

っ

田た

両り
ょ
う

一い
ち

族ぞ
く

が
こ
の
後あ

と

も
長な

が

く
戦た

た
かい
続つ

づ

け
た
の
は
、
こ
の
裏う

ら

切ぎ

り
が

原げ
ん

因い
ん

で
あ
っ
た
。

　

尊そ
ん

皇の
う

心し
ん

、
道ど

う

義ぎ

心し
ん

に
満み

ち
た
南な

ん

朝ち
ょ
う

方が
た

に
対た

い

し
て
、
足あ

し

利か
が

方が
た

の
皇こ

う

室し
つ

軽け
い

視し

と
謀ぼ

う

略り
ゃ
くぶ
り
は
鮮あ

ざ

や
か
な
対た

い

照し
ょ
うを
な
し
て
い
る
。

こ
の
違ち

が

い
の
よ
っ
て
来く

る
所と

こ
ろ
を
示し

め

す
格か

っ

好こ
う

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。

　

足あ
し

利か
が

方が
た

の
土と

岐き

寄よ
り

遠と
お

と
い
う
武ぶ

士し

は
、
北ほ

く

朝ち
ょ
う

初し
ょ

代だ
い

天て
ん

皇の
う

で

あ
っ
た
光こ

う

厳ご
ん

上じ
ょ
う

皇こ
う

の
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

に
出で

会あ

っ
て
も
、
馬う

ま

を
下お

り
よ
う

と
し
な
か
っ
た
。
上

じ
ょ
う

皇こ
う

の
先さ

き

駆が

け
の
者も

の

が
「
光こ

う

厳ご
ん

院い
ん

が
お
通と

お

り

に
な
る
の
が
分わ

か
ら
な
い
の
か
」
と
叱し

か

り
つ
け
る
と
、
土と

岐き

は

「
院い

ん

だ
ろ
う
が
犬い

ぬ

だ
ろ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
知し

る
も
の
か
、
犬い

ぬ

「
七し

ち

生し
ょ
う

報ほ
う

国こ
く

」
で
戦た

た
か

い
続つ

づ

け
た
南な

ん

朝ち
ょ
うの
武ぶ

士し

た
ち
と
、

                         

裏う
ら

切ぎ

り
・
内な

い

紛ふ
ん

・
謀ぼ

う

略り
ゃ
くに
明あ

け
暮く

れ
た
足あ

し

利か
が

方が
た

な
ら
ば
射い

て
み
よ
う
」
と
言い

っ
て
、
院い

ん

の
輿こ

し

に
矢や

を
射う

ち

込こ

ま
せ

た
。

　

足あ
し

利か
が

直た
だ

義よ
し

は
さ
す
が
に
驚お

ど
ろ
き
、
土と

岐き

を
死し

刑け
い

に
し
た
。
こ

れ
を
聞き

い
た
武ぶ

士し

た
ち
は
大お

お

い
に
恐お

そ

れ
入い

っ
て
、「
上

じ
ょ
う

皇こ
う

に
出で

会あ

っ
て
さ
え
馬う

ま

か
ら
下お

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

両り
ょ
う

御ご

所し
ょ

（
尊た

か

氏う
じ

、
直た

だ

義よ
し

）
に
出で

会あ

っ
た
と
き
は
地じ

面め
ん

に
這は

い

つ
く
ば
ら
ね
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
さ
さ
や
き
合あ

っ
た

と
い
う
。［
６
，ｐ
１
７
５
］

　

上
じ
ょ
う

皇こ
う

よ
り
も
尊た

か

氏う
じ

な
ど
の
方ほ

う

が
偉え

ら

い
と
思お

も
っ
て
い
る
無む

知ち

ぶ

り
で
あ
る
。『
神じ

ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

』
を
戦た

た
かい
の
合あ

い

間ま

に
写う

つ

し
て
は
読よ

ん
だ
南な

ん

朝ち
ょ
うの
武ぶ

士し

た
ち
と
の
違ち

が

い
は
著

い
ち
じ
るし
い
。

　

南な
ん

朝ち
ょ
う

方が
た

と
足あ

し

利か
が

方が
た

の
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

な
生い

き
方か

た

を
見み

る
と
、
結け

っ

局き
ょ
く、足あ
し

利か
が

方が
た

の
武ぶ

士し

た
ち
は
何な

ん

ら
学が

く

問も
ん

を
し
て
い
な
い
た
め
に
、

人ひ
と

と
し
て
信し

ん

義ぎ

の
大た

い

切せ
つ

さ
も
、
皇こ

う

室し
つ

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
愛あ

い

民み
ん

精せ
い

神し
ん

も
学ま

な

ば
ず
に
、
私し

利り

私し

欲よ
く

の
た
め
だ
け
に
内な

い

紛ふ
ん

、
謀ぼ

う

略り
ゃ
く、
裏う

ら

切ぎ

り
に
明あ

け
暮く

れ
て
い
た
よ
う
に
思お

も

わ
れ
る
。

　

室む
ろ

町ま
ち

幕ば
く

府ふ

は
初し

ょ

代だ
い

・
尊た

か

氏う
じ

以い

降こ
う

、
１
５
代だ

い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

・
義よ

し

昭あ
き

が
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

に
よ
っ
て
京

き
ょ
う

都と

か
ら
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
元げ

ん

亀き

４

（
１
５
７
３
）
年ね

ん

ま
で
２
４
０
年ね

ん

ほ
ど
も
続つ

づ

く
が
、
最さ

い

初し
ょ

の

約や
く

６
０
年ね

ん

は
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うの
争あ

ら
そい
が
続つ

づ

き
、
両

り
ょ
う

朝ち
ょ
う

合ご
う

一い
つ

後ご

も
各か

く

地ち

で
乱ら

ん

が
絶た

え
る
こ
と
な
く
、応お

う

仁に
ん

元が
ん（
１
４
６
７
）
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ

た
応お

う

仁に
ん

の
乱ら

ん

以い

降こ
う

は
、
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

で
有ゆ

う

力り
ょ
く

守し
ゅ

護ご

大だ
い

名み
ょ
うが
戦た

た
かい

合あ

う
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

が
１
０
０
年ね

ん

ほ
ど
も
続つ

づ

く
。

（３） ２０１７年第４８�５９号 	１０月	１４日	（土曜日）

利り

私し

欲よ
く

よ
り
発は

っ

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
理り

想そ
う

も
な
け
れ
ば
、
道ど

う

義ぎ

も
忘わ

す

れ
去さ

ら
れ
て
い
た
の
で
し
た
。［
５
，
ｐ
２
４
５
］

　

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

育い
く

が
単た

ん

な
る
知ち

識し
き

の
詰つ

め
込こ

み
で
は
な
く
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と
し
て
の
生い

き
方か

た

を
考か

ん
が
え
さ
せ
る
場ば

で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
生せ

い

徒と

に
は
こ
う
い
う
指し

摘て
き

に
も
触ふ

れ
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
五ご

味み

文ふ
み

彦ひ
こ

他ほ
か

『
新あ

た
ら
し
い
社し

ゃ

会か
い　

歴れ
き

史し

』、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、

Ｈ
２
７

２
．
杉す

ぎ

原は
ら

誠せ
い

四し

郎ろ
う

，
藤ふ

じ

岡お
か

信の
ぶ

勝か
つ

他ほ
か

『
市し

販は
ん

本ぼ
ん　

新し
ん

版ぱ
ん　

新あ
た
らし

い
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

』、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
７

３
．
村む

ら

尾お

次じ

郎ろ
う

『
民み

ん

族ぞ
く

の
生せ

い

命め
い

の
流な

が

れ
』、
日に

本ほ
ん

教き
ょ
う

文ぶ
ん

社し
ゃ

、

Ｓ
４
８

４
．
村む

ら

田た

正ま
さ

志し

『
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

文ぶ
ん

庫こ

８　

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うと
室む

ろ

町ま
ち

』、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

、
Ｓ
５
０

５
．
平ひ

ら

泉い
ず
み

澄き
よ
し『
物も

の

語が
た
り

日に

本ほ
ん

史し

（
中な

か

）』、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

学が
く

術
じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｓ
５
４

６
．
渡わ

た

部べ

昇し
ょ
う

一い
ち
『
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

２　

中
ち
ゅ
う

世せ
い

編へ
ん　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
中な

か

の
武ぶ

士し

と
天て

ん

皇の
う

』、
Ｈ

２
２

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

     

～
報ほ

う

国こ
く

と
私し

欲よ
く

の
戦た

た
か

い

５
．「
七し

ち

生し
ょ
う

報ほ
う

国こ
く

」
の

　
　

楠く
す
の

木き

・
新に

っ

田た

一い
ち

族ぞ
く

３
．
南な

ん

朝ち
ょ
う
の
全ぜ

ん

国こ
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

４
．「
城じ

ょ
う

兵へ
い

も
、戦せ

ん

闘と
う

の
あ
い
ま
に

         

こ
れ
を
写う

つ

し
て
は
読よ

み
」

７
．
足あ

し

利か
が

武ぶ

士し

た
ち
の

        

無む

知ち

と
私し

利り

私し

欲よ
く

２
．
尊た

か

氏う
じ

の
策さ

く

略り
ゃ
く

か
ら

        

始は
じ

ま
っ
た
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

６
．
足あ

し

利か
が

一い
ち

族ぞ
く

の

　
　

内な
い

紛ふ
ん

、
謀ぼ

う

略り
ゃ
く

、
裏う

ら

切ぎ

り

８
．「
精せ

い

神し
ん

の
美う

つ
くし
い
輝か

が
やき
」
と

         「
私し

利り

私し

欲よ
く

の
紛ふ

ん

乱ら
ん

」
と

　

皇こ
う

室し
つ

の
愛あ

い

民み
ん

精せ
い

神し
ん

に
も
学ま

な

ば
ず
、
道ど

う

義ぎ

の
か
け
ら
も
な

い
私し

利り

私し

欲よ
く

だ
け
の
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

の
も
と
で
国く

に

が
治お

さ

ま
る
は
ず

も
な
い
。
室む

ろ

町ま
ち

幕ば
く

府ふ

が
権け

ん

力
り
ょ
く

も
権け

ん

威い

も
失う

し
ない
、
戦せ

ん

乱ら
ん

の
世よ

が
続つ

づ

い
た
の
も
当と

う

然ぜ
ん

で
あ
っ

た
。

　
『
物も

の

語が
た
り

日に

本ほ
ん

史し

』
の
著ち

ょ

者し
ゃ

・
平ひ

ら

泉い
ず
み

澄き
よ
し

博は
か

士せ

は
、
南な

ん

朝ち
ょ
うの
活か

つ

躍や
く

し
た
吉よ

し

野の

時じ

代だ
い

５
７
年ね

ん

間か
ん

と
、
そ
の
後ご

、
足あ

し

利か
が

幕ば
く

府ふ

支し

配は
い

の
１
８
２
年ね

ん

間か
ん

を
比ひ

較か
く

し
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に

述の

べ
て
い
る
。

　
吉よ

し

野の

時じ

代だ
い

は
、
苦く

る

し
い
時と

き

で
あ
り
、
悲か

な

し
い
時と

き

で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
苦く

る

し

み
、
そ
の
悲か

な

し
み
の
中な

か

に
、

精せ
い

神し
ん

の
美う

つ
く
し
い
輝か

が
や
き
が
あ
り

ま
し
た
。
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
道ど

う

義ぎ

は
、

そ
の
苦く

難な
ん

の
う
ち
に
発は

っ

揮き

せ

ら
れ
、
や
が
て
後こ

う

代だ
い

の
感か

ん

激げ
き

を
呼よ

び
起お

こ
す
の
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
反は

ん

し
て
室む

ろ

町ま
ち

の
１
８
２
年ね

ん

は
、
紛ふ

ん

乱ら
ん

の
連れ

ん

続ぞ
く

で
あ
り
、
そ
の
紛ふ

ん

乱ら
ん

は
私し
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Líderes políticos buscam atrair 
eleitorado japonês

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Eleição (10/10/2017)

Os líderes de partidos ja-
poneses de diversas ver-
tentes políticas deram de-
clarações nesta terça-feira 
tentando atrair a atenção 
do eleitorado.
O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, que 
também é presidente do 
Partido Liberal Demo-
crático, disse: “A Coreia 
do Norte está tentando 
incrementar suas amea-
ças. Este não é o momen-
to certo para hesitar. Nós 
precisamos permanecer 
firmes e não nos curvar 
perante a ameaça. Cola-
borando com países de 
todo o mundo, devemos 
deixar a Coreia do Nor-
te sem alternativa a não 
ser propor negociações e 
se comprometer a mudar 
suas políticas. Além dis-
so, estamos enfrentando 
o desafio cada vez maior 
do envelhecimento e da 
diminuição da popula-
ção. Decidimos investir 
pesadamente na próxima 
geração, e vamos tornar 
gratuita a educação pré
-escolar. Isto será imple-
mentado rapidamente. 
Nestas eleições, vamos 
promover nossas políticas 
de maneira honesta e com 
seriedade. Modas e slo-
gans políticos não vão pa-
vimentar o caminho para 
o nosso futuro. O nosso 
futuro só será construído 
com políticas.”
A presidente do recém-
formado Esperança, Yu-
riko Koike, disse: “Du-
rante o reinado de Abe 
na política, tudo passou a 

depender das amizades e 
da capacidade de agradar 
quem está no poder. Coi-
sas boas estão acontecen-
do para aqueles que têm 
amigos no poder.
Podemos confiar numa 
política assim? O proble-
ma do envelhecimento 
acelerado da população 
está bem debaixo dos 
nossos narizes. Abe está 
aumentando o impos-
to sobre o consumo de 
8 para 10%, e convocou 
eleições gerais para ob-
ter o consentimento da 
população sobre como 
vai ser usada a renda que 
se espera obter com o 
aumento. Ideias enfado-
nhas como essa não são 
boas para o Japão porque 
o país não tem tempo. 
Existem coisas que nosso 
partido pode dizer porque 
é novo, e coisas que po-
demos fazer porque nós 
somos novos. Durante 
esta campanha eleitoral, 
queremos oferecer ideias 
que outros partidos não 
são capazes de elaborar 
para que todos possam ter 
esperança.”
O líder do Partido Ko-
mei, Natsuo Yamaguchi, 
disse: “Vamos mudar a 
forma de usar a renda ob-
tida com o imposto sobre 
o consumo para tornar 
gratuitos a pré-escola e o 
ensino superior, o que vai 
reduzir os gastos com a 
educação. Estas eleições 
são decisivas para definir 
o governo. Pedimos a vo-
cês que confiem na coali-
zão governista, no Partido 

Liberal Democrático e no 
Partido Komei, para levar 
adiante o futuro do Japão.
Não podemos deixar que 
pessoas que defenderam 
opiniões completamente 
opostas e que se aliaram 
apenas durante as eleições 
cuidem de nossas vidas e 
dos nossos sustentos.”
O presidente do Parti-
do Comunista do Japão, 
Kazuo Shii, disse: “Esta 
eleição marca uma opor-
tunidade histórica para 
retirar do poder o governo 
Abe de uma vez por todas. 
O governo Abe tem le-
vado adiante leis que são 
inconstitucionais. A legis-
lação de segurança, a lei 
dos segredos de estado, a 
lei da conspiração, qual-
quer uma delas. O poder 
dominante está passando 
por cima da Constituição 
e está fora de controle. 
Portanto, vamos trazer de 
volta a forma legítima de 
política que protege a nos-
sa Constituição.”
O presidente do Partido 
Democrático Constitucio-
nal do Japão, Yukio Eda-
no, disse: “O governo atu-
al ampliou a disparidade 
na sociedade ao fortalecer 
os mais fortes. Isso preju-
dicou e destruiu a vigorosa 
classe média. A sociedade 
está envelhecendo rapida-
mente e a ampla dispari-
dade nos dividiu.
Isto está além do tolerável. 
Precisamos recuperar um 
nível decente para viver-
mos. Vamos mudar a es-
trutura vertical de tomada 
de decisões do governo e 

incorporar a opinião pú-
blica de raiz.”
O líder do Nippon Ishin 
(Partido da Inovação do 
Japão), Ichiro Matsui, 
disse: “Em Osaka, torna-
mos praticamente gratui-
ta a mensalidade escolar 
para crianças de 4 a 5 
anos de idade. Esta deci-
são segue o que já vinha 
acontecendo em escolas 
de ensino médio públi-
cas e privadas. Quero que 
isso aconteça em todo o 
país. Nossa meta é ofere-
cer educação gratuita sem 
aumentar o imposto. Va-
mos suspender o aumento 
planejado e mudar o foco 
para a reforma.”
O líder do Partido Social 
Democrata, Tadatomo 
Yoshida, disse: “Não po-
demos deixar que o go-
verno de Abe continue 
porque eles atropelam 
princípios constitucionais 
e ignoram a Constituição.
Vamos lutar nestas elei-
ções prometendo uma po-
lítica que segue a Cons-
tituição e prioriza a vida 
das pessoas.”
O presidente do Partido 
de Valorização do Es-
pírito Japonês, Masashi 
Nakano, disse: “Final-
mente, está tomando for-
ça recentemente a ideia 
de emendar a Constitui-
ção. Uma Constituição 
japonesa para o povo, es-
crita pelo povo. Precisa-
mos tornar isto realidade. 
E quero concretizar esta 
meta sob o primeiro-mi-
nistro Abe.”

Candidatos fazem campanha para as 
eleições gerais no Japão

Eleição (10/10/2017)

Candidatos estão sain-
do às ruas no Japão para 
campanha na eleição geral 
marcada para o dia 22 de 
outubro.
Os eleitores irão escolher 
seus governantes de um 
complicado cenário polí-
tico que surgiu após uma 

grande recomposição par-
tidária.
As plataformas dos can-
didatos deverão discutir 
a abordagem japonesa 
quanto à Coreia Norte, um 
aumento do imposto so-
bre consumo e emenda da 
Constituição.

Vítimas da bomba atômica 
pressionam Japão a assinar 
tratado

Desarmamento Nuclear (13/10/2017)

No Japão, sobreviventes 
das bombas atômicas de 
1945 adotaram uma de-
claração pedindo para o 
governo japonês aderir ao 
Tratado de Proibição de 
Armas Nucleares adotado 
pelas Nações Unidas em 
julho.
Nihon Hidankyo, a Con-
federação Japonesa das 
Organizações de Vítimas 
de Bombas Atômicas e de 
Hidrogênio, realizou um 
encontro de dois dias em 
Tóquio, concluído nesta 
quinta-feira. Cerca de 80 
pessoas participaram, pro-
venientes de 29 províncias 
do Japão, inclusive Hi-
roshima e Nagasaki.
Os participantes concor-
daram que estão decepcio-
nados pelo fato do Japão, 

o único país do mundo 
que foi alvo de bombas 
atômicas, estar se opon-
do ao tratado. Alguns 
membros disseram que 
os sobreviventes preci-
sam convencer seus fi-
lhos e netos a apoiarem 
seus esforços de oposi-
ção às armas nucleares. 
O número de sobrevi-
ventes que participam 
dessas atividades está 
diminuindo.
A confederação preten-
de reunir assinaturas 
de centenas de milhões 
de pessoas em todo o 
mundo até o ano de 
2020 com o objetivo de 
pressionar todos os paí-
ses, incluindo o Japão, a 
assinarem o tratado.

Os candidatos de partido e 
independentes irão dispu-
tar 465 cadeiras na Câma-
ra Baixa do Parlamento. 
Destes, 289 legisladores 
serão eleitos diretamente e 
176 a partir de um sistema 
de representação propor-
cional.

Para alcançar a maioria 
no Parlamento, é preci-
so obter 233 cadeiras. O 
primeiro-ministro Shinzo 
Abe disse que renunciaria 
ao cargo se sua coalizão 
não alcançar esse núme-
ro na próxima eleição. A 
campanha deverá durar 
doze dias.

Países se dividem em relação 
ao tratado de proibição nuclear

Desarmamento Nuclear (13/10/2017)

Um debate no comitê 
sobre desarmamento está 
colocando em foco uma 
acentuada divisão entre as 
potências nucleares e os 
países não nucleares que 
dão apoio a um tratado 
adotado pela organização 
mundial em julho para 
proibir armas nucleares.
Membros do comitê co-
meçaram a discussão so-
bre o Tratado de Proibição 

de Armas Nucleares e 
outros tópicos na quin-
ta-feira, em Nova York. 
Uma organização interna-
cional, Ican, foi laureada 
com o Prêmio Nobel da 
Paz deste ano por ter con-
tribuído à adoção desse 
tratado.
Elayne Whyte Gomes, da 
Costa Rica, presidente da 
conferência das Nações 
Unidas para a negociação 

do tratado de proibição 
nuclear, indicou que o fato 
de a Ican ter recebido o 
Prêmio Nobel da Paz de-
monstra que há urgência 
na questão do desarma-
mento nuclear.
Ela pediu que as potências 
nucleares e países sob a 
proteção nuclear tomas-
sem parte das negocia-
ções.
Robert Wood, enviado dos 

Estados Unidos, encarre-
gado pelo desarmamento, 
argumentou que é a dis-
suasão nuclear que evitou 
consequências catastrófi-
cas. Ele criticou que o tra-
tado de proibição nuclear 
terá um impacto negativo 
sobre a segurança global.
Nobushige Takamizawa, 
embaixador do Japão para 
o desarmamento, exortou 
as potências nucleares a 
cumprirem os deveres im-
postos pelo atual mecanis-
mo de desarmamento. Ele 
não mencionou o tratado 
de proibição nuclear ao 
qual o Japão se opõe.



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



 ANO XX  –  Nº 4859 SÃO PAULO, SÁBADO, 14 DE OUTUBRO DE 2017 R$ 4,00

谷
たに

本
もと

知
ち

事
じ

のビデオメッセージが映
うつ

し出
だ

された。ケーキカットの様
よう

子
す

（右
みぎ

）

帯た
い

の
強つ

よ

さ
を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
し
て
の
現げ

ん

在ざ
い

ま
で

の
発は

っ

展て
ん

と
成せ

い

長ち
ょ
う、
及お

よ

び
数か

ず

々か
ず

の

業ぎ
ょ
う

績せ
き

は
、
歴れ

き

代だ
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うや

幹か
ん

部ぶ

の
皆み

な

様さ
ま

、
会か

い

員い
ん

の
方か

た

々が
た

の

長な
が

年ね
ん

に
わ
た
る
努ど

力り
ょ
くと
苦く

労ろ
う

の

賜た
ま

物も
の

。
母ぼ

県け
ん

か
ら
の
長な

が

年ね
ん

に
渡わ

た

る
援え

ん

助じ
ょ

も
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
て
い

る
」
と
謝し

ゃ

意い

を
示し

め

し
、「
母ぼ

県け
ん

と

の
交こ

う

流り
ゅ
う、
会か

い

員い
ん

相そ
う

互ご

の
親し

ん

睦ぼ
く

が

会か
い

館か
ん

を
通つ

う

じ
て
末す

え

永な
が

く
続つ

づ

く
事こ

と

を
ひ
た
す
ら
願ね

が

う
」
と
締し

め
く

く
っ
た
。

　

谷た
に

本も
と

正ま
さ

憲の
り

知ち

事じ

は
欠け

っ

席せ
き

と

な
っ
た
が
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送お

く

っ
た
。「
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

に

お
け
る
皆み

な

様さ
ま

方が
た

へ
の
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

は
、
県け

ん

民み
ん

に
と
っ
て
も
大お

お

き
な
誇ほ

こ

り
」
と
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
、「
こ
れ
か

ら
も
、
次つ

ぎ

の
時じ

代だ
い

を
担に

な

う
青せ

い

少
し
ょ
う

年ね
ん

の
相そ

う

互ご

交こ
う

流り
ゅ
うな
ど
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
進す

す

め
、

日に
っ

伯ぱ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
拡か

く

大だ
い

に
も

貢こ
う

献け
ん

し
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
関せ

き

口ぐ
ち

ひ
と
み
首し

ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、
県け

ん

連れ
ん

の
川か

わ

合あ
い

昭あ
き
ら

執し
っ

行こ
う

理り

事じ

、
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
平ひ

ら

田た

館か
ん

長ち
ょ
うに
よ
る
祝

し
ゅ
く

辞じ

が
続つ

づ

い
た
。

　

県け
ん

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
よ
る
記き

念ね
ん

品ひ
ん

の
相そ

う

互ご

贈ぞ
う

呈て
い

や
、
特と

く

別べ
つ

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

の
竹た

け

下し
た

康や
す

義よ
し

相そ
う

談だ
ん

役や
く

、
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

の
橋は

し

本も
と

ア
ル
ナ
ル
ド
繁

し
げ
る

理り

事じ

、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

代だ
い

表ひ
ょ
うの
長な

が

田た

光み
つ

夫お

さ
ん
へ
の

感か
ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
う

贈ぞ
う

呈て
い

が
行お

こ

な
わ
れ
た
。

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うの
対た

い

象し
ょ
うは
８
０

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

会か
い

員い
ん

６
２
人に

ん

で
、
う
ち

式し
き

典て
ん

に
は
２
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

記き

念ね
ん

し
、
米よ

ね

澤ざ
わ

議ぎ

長ち
ょ
うか
ら
、
石い

し

川か
わ

県け
ん

初は
つ

の
移い

民み
ん

の
子し

孫そ
ん

、
安や

す

田だ

イ
ツ
エ
さ
ん
、沢さ

わ

田だ

ヒ
サ
コ
さ
ん
、

長は

谷せ

川が
わ

山や
ま

岸ぎ
し

キ
ヨ
さ
ん
に
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
研け

ん

修
し
ゅ
う

生せ
い

、
青せ

い

年ね
ん

交こ
う

流り
ゅ
うを
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
清せ

い

丸ま
る

た
み
イ
ー
ジ
さ
ん
（
２
６
）

が
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
。
２
０
０
７

年ね
ん

の
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

育い
く

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
うと
１
１

年ね
ん

の
短た

ん

期き

日に

本ほ
ん

語ご

研け
ん

修し
ゅ
うに
参さ

ん

加か

し
、
母ぼ

県け
ん

か
ら
補ほ

助じ
ょ

を
受う

け
て

滞た
い

日に
ち

。「
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うの
時じ

間か
ん

が

あ
っ
と
い
う
間ま

に
過す

ぎ
る
く
ら
い

 

石い
し

川か
わ

県け
ん

会か
い

館か
ん

を
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
視し

察さ
つ

文ぶ
ん

化か

活か
つ

動ど
う

を
支さ

さ

え
て
２
２
年ね

ん

楽た
の

し
い
日ひ

び々

を
送お

く

っ
た
。
こ
の
よ

う
な
体た

い

験け
ん

を
今こ

ん

後ご

も
ブ
ラ
ジ
ル

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
家か

族ぞ
く

の
方か

た

々が
た

に
分わ

け

与あ
た

え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
制せ

い

度ど

の
継け

い

続ぞ
く

を
要よ

う

請せ
い

し
た
。

親し
ん

睦ぼ
く

深ふ
か

め
た
記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

　

記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

で
は
森も

り

永な
が

会か
い

長ち
ょ
うと
来ら

い

賓ひ
ん

ら
が
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

記き

念ね
ん

の
「
８
０
」
と
県け

ん

人じ
ん

移い

住
じ
ゅ
う

記き

念ね
ん

の
「
１
０
０
」
の
ろ
う
そ

く
に
火ひ

を
灯と

も

し
て
ケ
ー
キ
カ
ッ

ト
、
さ
ら
に
鏡

か
が
み

開び
ら

き
を
行

お
こ
な

っ
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
や

サ
ン
パ
ウ
ロ
カ
ー
ニ
バ
ル
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

チ
ー
ム
に
よ
る
サ
ン
バ
シ
ョ
ー
な

ど
が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、
会か

い

場じ
ょ
うが
一い

っ

体た
い

と
な
っ
て
盛も

り
上あ

が
っ
た
。

　

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

の
中な

か

西に
し

会か
い

長ち
ょ
うは
、
３
年ね

ん

ぶ
り
に
聖せ

い

市し

在ざ
い

世せ

代だ
い

の
母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

事じ

業
ぎ
ょ
う

が
始は

じ

ま
り
、
そ
の
事じ

業ぎ
ょ
うは
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
継け

い

続ぞ
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
尚な

お

１
９
８
０
年ね

ん

に
は
、
石い

し

川か
わ

県け
ん

が
、

そ
れ
ま
で
母ぼ

国こ
く

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
事こ

と

の
な
か
っ
た
一い

っ

世せ
い

の
移い

民み
ん

達た
ち

を
日に

本ほ
ん

に
招ま

ね

い
て
下く

だ

さ
る
と
い
う
招

し
ょ
う

聘へ
い

事じ

業ぎ
ょ
うも
始は

じ

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
恩お

ん

恵け
い

に
浴よ

く

し
た
移い

民み
ん

の
数か

ず

は
３
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うに
上の

ぼ

り
ま
す
。

　

そ
の
度た

び

毎ご
と

に
石い

し

川か
わ

県け
ん

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

も
県け

ん

庁ち
ょ
うか
ら

の
お
招ま

ね

き
で
母ぼ

県け
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る

移い

民み
ん

の
皆み

な

様さ
ま

を
温あ

た
た
か
く
お
迎む

か

え

下く
だ

さ
り
歓か

ん

迎げ
い

の
場ば

を
設も

う

け
て
下く

だ

さ
っ
た
事こ

と

は
大た

い

変へ
ん

あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
現げ

ん

在ざ
い

家か

族ぞ
く

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うで
い
ら
っ
し
ゃ
る
中な

か

西に
し

伸し
ん

一い
ち

様さ
ま

に
こ
の
場ば

を
お
借か

り
し
て

お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と
し
て
の
、
現げ

ん

在ざ
い

ま

中な
か

九く

郎ろ
う

助す
け

、
三さ

ん

氏し

の
家か

族ぞ
く

が
し

あ
と
る
丸ま

る

で
到と

う

着ち
ゃ
くし
て
１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
そ
れ
に
１
９
９
５
年ね

ん

に
石い

し

川か
わ

県け
ん

及お
よ

び
当と

う

時じ

の
全ぜ

ん

市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

の
助じ

ょ

成せ
い

を
受う

け
石い

し

川か
わ

県け
ん

会か
い

館か
ん

落ら
く

成せ
い

か

ら
２
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
当あ

た
り
ま
す
。

　

初は
つ

の
石い

し

川か
わ

県け
ん

民み
ん

が
移い

住
じ
ゅ
う

し
て
か
ら
２
０
年ね

ん

が
経た

っ
た

１
９
３
７
年ね

ん

、
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
発は

っ

会か
い

さ
せ
ま
し
た
。

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
作つ

く

る
事こ

と

に
依よ

っ
て
、
生う

ま
れ
故こ

郷き
ょ
うを
懐な

つ

か
し
む
県け

ん

民み
ん

同ど
う

士し

が
会あ

い
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

の
交こ

う

換か
ん

の
場ば

を

持も

ち
、
母ぼ

県け
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
伝で

ん

統と
う

の

継け
い

承し
ょ
うを
心こ

こ
ろが
け
る
意い

図と

も
あ
っ
た

様よ
う

で
す
。会か

い

館か
ん

が
出で

来き

る
ま
で
は
、

何な
ん

年ね
ん

間か
ん

も
の
間あ

い
だ、
幹か

ん

部ぶ

た
ち
の

住じ
ゅ
う

宅た
く

や
食

し
ょ
く

堂ど
う

な
ど
で
会か

い

合ご
う

を
重か

さ

ね
て
、
母ぼ

県け
ん

と
の
連れ

ん

絡ら
く

は
欠か

か

さ
ず
に
続つ

づ

け
て
参ま

い

り
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
年ね

ん

に
は
、
若わ

か

い

　

ご
来ら

い

場じ
ょ
うの
皆み

な

様さ
ま

、
本ほ

ん

日じ
つ

は
、

ブ
ラ
ジ
ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
記き

念ね
ん

す
べ
き
式し

き

典て
ん

に
よ
う
こ
そ
お
出い

で
下く

だ

さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日ひ

を
迎む

か

え
る
に
あ
た
って
、

遠え
ん

路ろ

母ぼ

県け
ん

か
ら
、
石い

し

川か
わ

県け
ん

副ふ
く

知ち

事じ

、
竹た

け

中な
か

博ひ
ろ

康や
す

殿ど
の

、
石い

し

川か
わ

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う

米よ
ね

澤ざ
わ

賢け
ん

司じ

殿ど
の

、
同ど

う

議ぎ

員い
ん

平へ
い

蔵ぞ
う

豊と
よ

志し

殿ど
の

を
始は

じ

め
と
す
る
、
皆み

な

様さ
ま

が
石い

し

川か
わ

県け
ん

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
本ほ

ん

日じ
つ

の
式し

き

典て
ん

に
ご
参さ

ん

列れ
つ

頂い
た
だき
ま
す
事こ

と

に
心こ

こ
ろよ
り
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

尚な
お

、
お
忙い

そ
がし
い
中な

か

を
、
在ざ

い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

代だ
い

理り

関せ
き

口ぐ
ち

ひ
と
み

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

の
ご
参さ

ん

列れ
つ

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
日に

っ

系け
い

諸し
ょ

団だ
ん

体た
い

、

日に
っ

系け
い

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うの
皆み

な

様さ
ま

方が
た

、
マ
ナ
ウ
ス
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

岡お
か

本も
と

健け
ん

様さ
ま

、ジャ
パ
ン・

ハ
ウ
ス
館か

ん

長ち
ょ
う

平ひ
ら

田た

多た

美み

子こ

ア
ン

ジェ
ラ
様さ

ま

、
そ
し
て
当と

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い 

会か
い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

に
は
ご
多た

忙ぼ
う

中ち
ゅ
うご
参さ

ん

加か

を
い
た
だ
き
誠ま

こ
とに
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
重か

さ

ね
て
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り

御お
ん

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

今こ

年と
し

は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
石い

し

川か
わ

県け
ん

第だ
い

一い
っ

回か
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ 

安や
す

田だ

安や
す

兵べ

衛え

、
山や

ま

岸ぎ
し

又ま
た

助す
け

、
田た

住じ
ゅ
うの
親し

ん

戚せ
き

、
内う

ち

田だ

ア
リ
ッ
セ
さ
ん

（
６
３
、
二に

世せ
い

）
と
再さ

い

会か
い

し
、
親し

ん

族ぞ
く

の
歴れ

き

史し

の
話は

な
しに
花は

な

を
咲さ

か
せ
た
。

　

中な
か

西に
し

家け

は
本ほ

ん

家け

が
ブ
ラ
ジ
ル

に
渡わ

た

り
、
分ぶ

ん

家け

が
日に

本ほ
ん

に
残の

こ
っ
た
。

中な
か

西に
し

会か
い

長ち
ょ
うが
、
本ほ

ん

家け

が
移い

住じ
ゅ
うし

た
理り

由ゆ
う

を
「
営い

と
なん
で
い
た
織お

り

物も
の

会が
い

社し
ゃ

が
火か

事じ

を
起お

こ
し
、
町ま

ち

に
い
ら

れ
な
く
な
っ
た
」
と
話は

な

す
と
、
内う

ち

田だ

さ
ん
は
「
自じ

分ぶ
ん

の
親お

や

か
ら
そ
う

いっ
た
話は

な
しを
聞き

い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
」
と
驚お

ど
ろい
た
様よ

う

子す

を
見み

せ
た
。

　

内う
ち

田だ

さ
ん
は
「
話は

な
し
を
聞き

く
こ

と
が
で
き
た
良よ

か
っ
た
。
家か

族ぞ
く

の

歴れ
き

史し

や
石い

し

川か
わ

県け
ん

に
さ
ら
に
愛あ

い

着
ち
ゃ
く

が
湧わ

い
た
」
と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
話は

な

し
た
。

　

マ
ナ
ウ
ス
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
岡お

か

本も
と

健け
ん

会か
い

長ち
ょ
う（
６
７
）
は
「
若わ

か

い

人ひ
と

た
ち
が
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
て
く

れ
る
よ
う
に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

を
開ひ

ら

く
な
ど
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

し
て
い
る
」
と

話は
な

す
。
６
０
年ね

ん

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た

同ど
う

会か
い

は
、
現げ

ん

在ざ
い

５
８
家か

族ぞ
く

が
会か

い

員い
ん

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
日に

本ほ
ん

語ご

が
話は

な

せ
な
い
三さ

ん

、
四よ

ん

世せ
い

が
増ふ

え
て
き
た
。
彼か

れ

ら
を
繋つ

な

ぎ
と
め
ら
れ
る
の
は
、
同お

な

じ
若わ

か

い

世せ

代だ
い

の
リ
ー
ダ
ー
。
今こ

ん

後ご

は
彼か

れ

ら
に
任ま

か

せ
て
、
我わ

れ

々わ
れ

は
支さ

さ

え
る

役や
く

に
な
り
た
い
と
思お

も

う
」
と
し
、

世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

の
時じ

期き

で
あ
る
こ
と

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

石
いし

川
かわ

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

80周
しゅう

年
ねん

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

会か
い

館か
ん

」
と

い
う
名め

い

称し
ょ
うに
つ
い
て
竹た

け

下し
た

相そ
う

談だ
ん

役や
く

は
、「
母ぼ

県け
ん

と
の
つ
な
が
り
を
意い

識し
き

し
て
、
あ
え
て
『
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

』
と
し
な
か
っ
た
」
と
述の

べ
た
。

　

そ
の
後ご

、
竹た

け

中な
か

副ふ
く

知ち

事じ

と
森も

り

永な
が

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
り
プ
レ
ー
ト
の
除じ

ょ

幕ま
く

が
行お

こ

な
わ
れ
、
開か

い

館か
ん

記き

念ね
ん

を

祝し
ゅ
くし
た
。

　

竹た
け

中な
か

副ふ
く

知ち

事じ

ら
は
、
大お

お

広ひ
ろ

間ま

に
新あ

ら

た
に
設せ

っ

置ち

さ
れ
た
歴れ

き

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うの
写し

ゃ

真し
ん

や
、
県け

ん

か
ら
寄き

贈ぞ
う

さ

れ
た
蔵ぞ

う

書し
ょ

が
あ
る
図と

書し
ょ

室し
つ

、
陶と

う

芸げ
い

工こ
う

房ぼ
う

な
ど
を
視し

察さ
つ

。

　

当と
う

日じ
つ

、
母ぼ

県け
ん

よ
り
来ら

い

伯は
く

し
た

平ひ
ら

田た

陶と
う

工こ
う

房ぼ
う

の
平ひ

ら

田た

良よ
し

仁ひ
と

さ
ん

に
よ
る
陶と

う

芸げ
い

教き
ょ
う

室し
つ

と
、青あ

お

木き

ク
ッ

キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
得と

く

永な
が

昭あ
き

子こ

さ

ん
、
谷た

に

敬け
い

子こ

さ
ん
に
よ
る
料

り
ょ
う

理り

講こ
う

座ざ

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
お
り
、
約や

く

５
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た
。

　

会か
い

館か
ん

の
陶と

う

芸げ
い

教き
ょ
う

室し
つ

に
３
年ね

ん

間か
ん

通か
よ
っ
て
い
る
と
い
う
女じ

ょ

性せ
い

は
、「
み

ん
な
と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
や
る
か

ま
る
。
う
ち
、
安や

す

田だ

安や
す

兵べ

衛え

は

弟お
と
う
との
友と

も

次じ

郎ろ
う

と
と
も
に
レ
ジ
ス

ト
ロ
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
入は

い
っ
た
。
友と

も

次じ

郎ろ
う

は
５
年ね

ん

後ご

に
独ど

く

立り
つ

し
、
３
７
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

さ
れ
た
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

発ほ
っ

起き

人に
ん

の
一ひ

と

人り

と
な
っ
た
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
式し

き

典て
ん

を
行お

こ

な
う

の
は
２
０
０
５
年ね

ん

の
会か

い

館か
ん

十
じ
ゅ
っ

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

以い

来ら
い

、１
２
年ね

ん

ぶ
り
。

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

７
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
０
７

年ね
ん

は
、
県け

ん

内な
い

に
被ひ

害が
い

を
も
た
ら

し
た
能の

登と

半は
ん

島と
う

地じ

震し
ん

が
発は

っ

生せ
い

し

た
た
め
開か

い

催さ
い

を
自じ

粛し
ゅ
くし
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
竹た

け

中な
か

副ふ
く

知ち

事じ

、
米よ

ね

澤ざ
わ

議ぎ

長ち
ょ
う、
平へ

い

藏ぞ
う

豊と
よ

志し

県け
ん

議ぎ

会か
い

商し
ょ
う

工こ
う

観か
ん

光こ
う

公こ
う

安あ
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
うら
１
０
人に

ん

と
、
海か

い

外が
い

移い

住
じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

会か
い

員い
ん

５
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

。
来ら

い

賓ひ
ん

に
は
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

代だ
い

理り

の
関せ

き

口ぐ
ち

ひ
と
み
首し

ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、
日に

っ

系け
い

３

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て
県け

ん

連れ
ん

の
川か

わ

合あ
い

昭あ
き
ら

執し
っ

行こ
う

理り

事じ

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
呉ご

屋や

新あ
ら

城し
ろ

春は
る

美み

会か
い

長ち
ょ
う、
援え

ん

協き
ょ
うの
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
祖そ

父ふ

母ぼ

が
石い

し

川か
わ

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

で
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
館か

ん

長ち
ょ
うの
平ひ

ら

田た

多た

美み

子こ

ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
、
マ
ナ
ウ
ス

石い
し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
岡お

か

本も
と

健け
ん

会か
い

長ち
ょ
うら

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
森も

り

永な
が

会か
い

長
ち
ょ
う

は
、「
１
９
３
７
年ね

ん

に
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
発は

っ

会か
い

し
て
、
生う

ま
れ
故こ

郷
き
ょ
う

を
懐な

つ

か
し
む
県け

ん

民み
ん

同ど
う

士し

が
会あ

い
、

情じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

の
場ば

が
で
き
、
母ぼ

県け
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
伝で

ん

統と
う

の
継け

い

承し
ょ
うを
心こ

こ
ろ
が

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

母ぼ

県け
ん

と
の
連れ

ん

絡ら
く

を
欠か

か
さ
ず
に

続つ
づ

け
て
き
た
」
と
母ぼ

県け
ん

と
の
紐

ち
ゅ
う

県け
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

、会か
い

館か
ん

２
２
年ね

ん

副ふ
く

知ち

事じ

ら
１
５
人に

ん

来ら
い

伯は
く

慶け
い

祝し
ゅ
く

石い
し
か
わ川
県け

ん

 ち

 じ

知
事
の
谷た

に
も
と本
正ま

さ
の
り憲
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本ほ
ん
じ
つ日
、
ブ
ラ
ジ
ル
石い

し
か
わ川
県け

ん

人じ
ん
か
い会
創そ

う
り
つ立
８
０
周し

ゅ
う
ね
ん年
の
記き

 ね
ん念

式し
き
て
ん典
が
多お

お

く
の
皆み

な
さ
ま
が
た

様
方
の
参さ

ん

 か加

を
得え

て
、
盛せ

い
だ
い大
に
開か

い
さ
い催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
、
ま
ず
は
心こ

こ
ろ
か
ら
お
祝い

わ

　

皆み
な

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

  

相そ
う
ご互
交こ

う
り
ゅ
う流
を
積せ

っ
き
ょ
く
て
き

極
的
に

石い
し

 か
わ川
県け

ん

知ち

事じ

　
谷た

に

 も
と本 

正ま
さ

 の
り憲

い
申も

う

し
上あ

げ
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
石い

し
か
わ川
を
離は

な

れ
、大お

お

き
な

夢ゆ
め

を
託た

く

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
雄ゆ

う

 ひ飛
さ

れ
た
移い

じ
ゅ
う
し
ゃ

住
者
の
皆み

な
さ
ま
が
た

様
方
は
、大た

い
へ
ん変

な
苦く

 な
ん難
の
な
か
、今こ

ん
に
ち日
の
地ち

 い位
を

築き
ず

か
れ
る
と
と
も
に
、ブ
ラ
ジ
ル

社し
ゃ
か
い会
の
発は

っ
て
ん展
に
も
大お

お

き
な
貢こ

う
け
ん献
を

し
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く
な
い内
に
お
け
る

皆み
な
さ
ま
が
た

様
方
への
高た

か
い
評ひ

ょ
う
か価
は
、私わ

た
しど
も

石い
し
か
わ川
県け

ん
み
ん民
に
と
って
も
大お

お

き
な
誇ほ

こ

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改あ

ら
た
め
て
心こ

こ
ろ
か

ら
敬け

い

 い意
を
表ひ

ょ
うし
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

そ
し
て
時と

き

が
移う

つ

ろ
い
、
県け

ん
じ
ん
か
い

人
会

を
支さ

さ

え
る
主し

ゅ
り
ょ
く力は
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い

て
生せ

い

を
受う

け
ら
れ
た
二に

せ
い世
、
三さ

ん
せ
い世

の
み
な
さ
ま
方が

た

が
中ち

ゅ
う
し
ん心に
なって
お

ら
れ
る
、と
い
う
ふ
う
に
お
聞き

き
を

い
た
し
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

今こ
ん
か
い回
、
残ざ

ん
ね
ん念
な
が
ら
皆み

な
さ
ま
が
た

様
方
に

直ち
ょ
く
せ
つ接お
目め

に
か
か
る
こ
と
は
叶か

な

い

ま
せ
ん
が
、
石い

し
か
わ川
の
文ぶ

ん
か化
に
ぜ
ひ

触ふ

れ
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
ん
な

思お
も

い
で
今こ

ん
か
い回
は
陶と

う
げ
い芸
と
家か

て
い庭
料り

ょ
う
り理

の
講こ

う

 し師
の
方か

た
が
た々

を
派は

 け
ん遣
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
次つ

ぎ

の
時じ

 だ
い代
を
担に

な

う
青せ

い
し
ょ
う
ね
ん

少
年
の
相そ

う
ご互
交こ

う
り
ゅ
う流
な
ど
、
ブ

ラ
ジ
ル
県け

ん

人じ
ん
か
い会
と
の
交こ

う
り
ゅ
う流
を
積せ

っ
き
ょ
く極

的て
き

に
進す

す

め
て
ま
い
り
た
い
と
思お

も
い
ま

す
し
、
そ
の
こ
と
を
通つ

う

じ
て
日に

 ほ
ん本

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
友ゆ

う
こ
う好
親し

ん
ぜ
ん善
の
拡か

く
だ
い大

に
も
貢こ

う
け
ん献
を
し
て
ま
い
り
た
い
。こ

の
よ
う
な
思お

も

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最さ
い

 ご後
に
、
森も

り
な
が永
会か

い
ち
ょ
う長
を
は
じ

め
、
県け

ん

人じ
ん
か
い会
の
皆み

な
さ
ま
が
た

様
方
、
お
集あ

つ

ま

り
の
皆み

な
さ
ま
が
た

様
方
の
、
今こ

ん

 ご後
と
も
の
ご

健け
ん
し
ょ
う勝
を
心こ

こ
ろ
か
ら
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
県け

ん

人じ
ん
か
い会
の
皆み

な
さ
ま
が
た

様
方
の
ご
発は

っ
て
ん展
を
心こ

こ
ろか

ら
祈き

ね
ん念
申も

う

し
上あ

げ
ま
し
て
、
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

 ば葉
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思お

も

い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

交こ
う

流り
ゅ
う

が
末す

え

永な
が

く
続つ

づ

く
事こ

と

を
願ね

が

う

　
ブ
ラ
ジ
ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い
長ち

ょ
う　
森も

り

永な
が 

正ま
さ

行ゆ
き 

ジ
ェ
ラ
ル
ド

激
げき

励
れい

金
きん

を受
う

け渡
わた

す竹
たけ

中
なか

副
ふく

知
ち

事
じ

（左
ひだり

から２番
ばん

目
め

）と森
もり

永
なが

会
かい

長
ちょう

堀ぼ
り

勇い
さ
むジ
ェ
ラ
ル
ド
相そ

う

談だ
ん

役や
く

と
竹た

け

下し
た

康や
す

義よ
し

相そ
う

談だ
ん

役や
く

か
ら
開か

い

館か
ん

に
至い

た

る
ま
で
の
経け

い

緯い

に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

が

あ
っ
た
。
落ら

く

成せ
い

以い

前ぜ
ん

、
会か

い

館か
ん

を

持も

っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

含ふ
く

め
６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
み
。
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
際さ

い

は
他た

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
会か

い

館か
ん

を
借か

り
る
な
ど
し
て
い
た
。

　

会か
い

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

に
当あ

た
っ
て
は
、
石い

し

川か
わ

県け
ん

と
県け

ん

内な
い

の
全ぜ

ん

市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

か
ら

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

を
受う

け
た
。
現げ

ん

在ざ
い

は
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

集し
ゅ
う

会か
い

、
宝ほ

う

生し
ょ
う

流り
ゅ
う

謡よ
う

曲
き
ょ
く

の
会か

い

、
陶と

う

芸げ
い

、
生い

け

花ば
な

、
水す

い

彩さ
い

画が

、

絵え

手て

紙が
み

、
能の

う

楽が
く

教き
ょ
う

室し
つ

な
ど
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
な
ど
、
活か

っ

発ぱ
つ

に
文ぶ

ん

化か

活か
つ

動ど
う

が
行お

こ

な
わ
れ
て
い
る
。

母ぼ

県け
ん

体た
い

験け
ん

制せ
い

度ど

存そ
ん

続ぞ
く

を
要よ

う

請せ
い

で
の
発は

っ

展て
ん

と
成せ

い

長ち
ょ
う、
及お

よ

び
数か

ず

々か
ず

の
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

は
、
歴れ

き

代だ
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

長
ち
ょ
う

や
幹か

ん

部ぶ

の
皆み

な

様さ
ま

、
会か

い

員い
ん

の
方か

た

々が
た

の
長な

が

年ね
ん

に
渡わ

た

る
努ど

力り
ょ
くと
苦く

労ろ
う

の

賜た
ま

物も
の

と
し
か
言い

え
ま
せ
ん
。

　

先せ
ん

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
弛た

ゆ

ま
な
い
努ど

力り
ょ
くは
言い

う
ま
で
も
な
い
事こ

と

で
あ
り

ま
す
が
、
母ぼ

県け
ん

か
ら
の
長な

が

年ね
ん

に
渡わ

た

る
援え

ん

助じ
ょ

が
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る

事こ
と

も
事じ

実じ
つ

で
あ
り
ま
す
。
県け

ん

か
ら

の
ご
支し

援え
ん

に
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
御お

ん

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
現げ

ん

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
、
母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う、
会か

い

員い
ん

相そ
う

互ご

の
親し

ん

睦ぼ
く

が
石い

し

川か
わ

県け
ん

会か
い

館か
ん

を
通つ

う

じ
て
末す

え

永な
が

く
続つ

づ

く
事こ

と

を
ひ

た
す
ら
願ね

が

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
ご
来ら

い

場じ
ょ
うの
皆み

な

様さ
ま

の

ご
健け

ん

康こ
う

と
益ま

す

々ま
す

の
ご
繁は

ん

栄え
い

を
願ね

が

い
、
私わ

た
し
の
挨あ

い

拶さ
つ

と
さ
せ
て
頂い

た
だ

き

ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
森も

り

永な
が

正ま
さ

行ゆ
き

ジ
ェ
ラ
ル
ド
会か

い

長ち
ょ
う）
は
、『
ブ
ラ
ジ
ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

八は
ち

十じ
ゅ
っ

周し
ゅ
う

年ね
ん　

石い
し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

上じ
ょ
う

陸り
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん　

石い
し

川か
わ

県け
ん

会か
い

館か
ん

二に

十じ
ゅ
う

二に

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

』

を
８
日か

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

内な
い

の
パ
ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
に
あ
る
ク
ル
ベ
・
オ
ム
ス
で
開か

い

催さ
い

し
た
。

母ぼ

県け
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
竹た

け

中な
か

博ひ
ろ

康や
す

副ふ
く

知ち

事じ

や
米よ

ね

澤ざ
わ

賢け
ん

司じ

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うら
１
０
人に

ん

に
加く

わ

え
、

石い
し

川か
わ

県け
ん

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

（
中な

か

西に
し

伸し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
う）
の
５
人に

ん

、
計け

い

１
５
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

。
現げ

ん

地ち

側が
わ

か
ら

は
２
７
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

が
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

っ
た
。

　

石い
し

川か
わ

県け
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
紐ひ

も

解と

く
と
、
１
９
１
７
年ね

ん

８
月が

つ

２
７

日に
ち

、
石い

し

川か
わ

県け
ん

初は
つ

の
移い

民み
ん

で
あ
る

安や
す

田だ

安や
す

兵べ

衛え

、
山や

ま

岸ぎ
し

又ま
た

助す
け

、
田た

中な
か

九く

郎ろ
う

助す
け

の
３
家か

族ぞ
く

２
９
人に

ん

が

乗の

っ
た
「
し
あ
と
る
丸ま

る

」
が
サ
ン

ト
ス
に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
た
こ
と
か
ら
始は

じ

除
じょ

幕
まく

式
しき

の様
よう

子
す

陶
とう

芸
げい

講
こう

座
ざ

を視
し

察
さつ

する竹
たけ

中
なか

副
ふく

知
ち

事
じ

竹た
け

中な
か

博ひ
ろ

康や
す

副ふ
く

知ち

事じ

、
米よ

ね

澤ざ
わ

賢け
ん

司じ

議ぎ

長ち
ょ
うら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
会か

い

館か
ん

の
文ぶ

ん

化か

活か
つ

動ど
う

を
視し

察さ
つ

し
た
。

　

除じ
ょ

幕ま
く

式し
き

で
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
小こ

ら
時じ

間か
ん

が
あ
っ
と
い
う
間ま

に
過す

ぎ

る
」
と
笑え

顔が
お

で
話は

な

し
た
。

　

陶と
う

芸げ
い

工こ
う

房ぼ
う

に
は
母ぼ

県け
ん

か
ら
の

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

で
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
電で

ん

気き

窯が
ま

が

設せ
っ

置ち

さ
れ
て
い
る
。
式し

き

典て
ん

来ら
い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

に
贈ぞ

う

呈て
い

し
た
桜さ

く
らを
モ
チ
ー
フ
に

し
た
小こ

皿ざ
ら

３
０
０
枚ま

い

も
こ
の
工こ

う

房ぼ
う

で
作つ

く

ら
れ
た
。

　

竹た
け

中な
か

副ふ
く

知ち

事じ

は
、「
こ
れ
だ
け

多お
お

く
の
人ひ

と

が
利り

用よ
う

し
て
い
る
の
を

見み

ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
会か

い

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

の
た
め
、
県け

ん

と
（
当と

う

時じ

）
４
１

の
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

で
支し

援え
ん

さ
せ
て
い
た

だ
い
た
か
い
が
あ
っ
た
」
と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
話は

な

し
た
。

　

森も
り

永な
が

会か
い

長ち
ょ
うは
「
会か

い

館か
ん

に
は
県け

ん

か
ら
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
た
加か

賀が

友ゆ
う

禅ぜ
ん

や

和わ

太だ
い

鼓こ

な
ど
が
飾か

ざ

ら
れ
て
お
り
、

常つ
ね

に
県け

ん

と
の
つ
な
が
り
を
感か

ん

じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
多お

お

く
の
会か

い

員い
ん

に
活か

つ

用よ
う

し
て
も
ら
い
た

い
と
思お

も

う
」
と
述の

べ
た
。

式し
き

典て
ん

前ぜ
ん

日じ
つ

の
７
日か

、「
ブ
ラ
ジ

ル
石い

し

川か
わ

県け
ん

会か
い

館か
ん

開か
い

館か
ん

２
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

」
が
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
行お

こ

な
わ
れ
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の

創
立
80
周
年

県
人
移
民
上
陸
100
周
年

会
館
開
館
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周
年

石
川
県
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事
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中
　
博
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長
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司
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長
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会
事
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長
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浩
三

県
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部

国
際
交
流
課
長
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井
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同
課
長
補
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小
田
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県
総
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書
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管
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専
門
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平
田
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主
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田
　
良
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青
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ク
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ス
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長
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子

青
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ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
専
任
講
師

谷
　
　
敬
子

石
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長

和
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会
長
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桑
　
吉
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